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ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
十
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
料

理
で
世
界
的
に
有
名
な
三
國
清
三
シ
ェ
フ
を
迎
え
、

当
市
の
十
九
品
目
の
特
産
品
を「
ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
」

に
認
定
し
、
十
一
月
に
は
全
国
の
高
校
生
の
発
想
を

活
か
す
「
地
食
甲
子
園
in
は
ま
だ
」
を
開
催
す
る
な

ど
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
を
図
り
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
特
産
果
樹
の
振
興
、
笠
松
市
民
の
森
を
中
心

に
し
た
森
林
整
備
、
沖
合
底
曳
網
漁
船
の
リ
シ
ッ
プ

事
業
な
ど
、
農
林
水
産
業
の
事
業
再
生
、
収
益
性
拡

大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
「
古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
記
念
事
業
」

が
盛
大
に
催
さ
れ
、
本
市
で
は
、「
全
国
子
ど
も
神
楽

サ
ミ
ッ
ト
」や「
萬
葉
学
会
全
国
大
会
」が
開
催
さ
れ
、

石
見
神
楽
を
中
心
に
、
地
域
の
魅
力
を
広
く
発
信
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会
の
活
動
に
よ
り
、
三
重
県
松
阪
市
で
、
浜
田
藩
主

が
松
坂
出
身
の
国
学
者
本
居
宣
長
に
贈
っ
た
「
駅

鈴
」を
と
て
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

二
百
年
の
時
を
超
え
る
縁
を
大
事
に
し
て
、
経
済
・

文
化
両
面
の
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

健
康
・
福
祉
分
野
で
は
、
四
月
に
県
内
初
の
骨
髄

バ
ン
ク
ド
ナ
ー
支
援
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
十
二

月
に
は
、
県
西
部
の
救
急
医
療
充
実
を
図
る
た
め
、

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
が
発
表
さ

れ
、
本
年
四
月
に
は
、
国
民
健
康
保
険
診
療
所
に
医

師
を
一
名
採
用
し
五
名
体
制
が
復
活
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
地
域
医
療
を
守
る
取
組
を
進
め
、
医
療

従
事
者
の
育
成
支
援
や
検
診
、
予
防
接
種
の
公
費
助

成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
成
二
十
五
年
の
初
春
を

お
迎
え
に
な
り
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
浜
田
市
誕
生
か
ら
早
七
年
三
か
月
が
過
ぎ
、
市

長
と
し
て
の
二
期
目
の
任
期
も
最
終
の
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
間
、
浜
田
那
賀
方
式
自
治
区
制
度
の
も

と
、様
々
な「
絆
」を
大
切
に
し
て
、市
民
目
線
に
立
っ

た
温
か
い
市
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
浜

田
市
の
掲
げ
る
将
来
像
「
青
い
海
・
緑
の
大
地
・
人

が
輝
き
文
化
の
か
お
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
着
実
に

各
種
施
策
や
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る

も
の
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、県
下
に
先
駆

け
た
海
抜
表
示
板
の
設
置
、津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

全
戸
配
付
を
行
い
、
十
一
月
に
は
島
根
県
と
浜
田
市

と
合
同
で
島
根
県
総
合
防
災
訓
練
を
開
催
す
る
な
ど
、

防
災
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
十
月
二
十
六

日
の「
い
の
ち
と
安
全
安
心
の
日
」に
は
、
平
岡
都
さ

ん
の
追
悼
セ
レ
モ
ニ
ー「
は
ま
だ
灯と

も
し

」が
島
根
県
立
大

学
と
市
内
各
地
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
度

と
悲
惨
な
事
件
が
起
こ
る
こ
と
が
無
い
よ
う
、市
民
の

皆
さ
ん
と
共
に
防
犯
対
策
に
努
め
、
誰
も
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
経
済
分
野
で
は
、
七
月
に
㈲
や
さ
か
共
同
農

場
が
全
国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
で
グ
ラ
ン
プ

リ
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
佐
々
木
一
郎
さ
ん

の
農
場
の
名
誉
賞
に
続
い
て
の
受
賞
は
、
と
て
も
喜

　

山
陰
自
動
車
道
は
、
三
隅
・
益
田
間
な
ど
三
区
間

で
事
業
が
開
始
さ
れ
、
全
線
開
通
へ
向
け
て
着
実
に

前
進
し
て
い
ま
す
。
浜
田
港
は
、
山
陰
自
動
車
道

と
結
ぶ
臨
港
道
路
福
井
四
号
線
が
事
業
着
手
さ
れ
、

十
二
月
に
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
港
と
の
貨

物
専
用
船
の
定
期
運
航
が
開
始
さ
れ
、
貿
易
の
拠
点

と
し
て
ま
す
ま
す
利
用
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

合
併
前
の
旧
三
隅
町
と
ブ
ー
タ
ン
王
国
と
の
交
流

が
、
ブ
ー
タ
ン
国
王
の
来
日
を
機
に
再
開
し
、
本
年

三
月
に
は
ブ
ー
タ
ン
王
国
と
友
好
交
流
協
定
を
締
結

し
ま
す
。
石
州
和
紙
を
通
じ
た
交
流
を
深
め
る
と
と

も
に
、
文
化
、
産
業
、
観
光
面
の
交
流
に
結
び
つ
く

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
待
望
の
中
央
図
書
館
と

三
隅
図
書
館
が
相
次
い
で
開
館
し
ま
す
。そ
の
ほ
か
、

長
浜
西
住
宅
、
浜
田
東
部
統
合
小
学
校
の
建
設
を
進

め
、
旭
統
合
小
学
校
建
設
事
業
に
着
手
し
ま
す
。
ま

た
、
児
童
医
療
費
助
成
事
業
の
小
学
校
六
年
生
ま
で

の
拡
充
を
図
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
定
住
対
策
、
雇

用
の
創
出
と
確
保
、
中
山
間
地
域
へ
の
総
合
的
支
援

な
ど
、
市
全
体
の
活
性
化
へ
向
け
た
各
種
施
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
生
活
を
取
り
巻
く
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
様
々
な
課
題
に
対

応
し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
住
み
よ
い
ま
ち
と
な

る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
り
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

浜
　
田
　
市
　
長

宇
　
津
　
徹
　
男

新
年
の
あ
い
さ
つ
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こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
議
会
の
情
報

公
開
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

議
会
報
告
会
や
意
見
交
換
会
へ
の
市
民
の
皆
さ
ま
の

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
市
議

会
に
対
す
る
ご
意
見
も
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

議
員
定
数
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
約
一
年
間
を

か
け
て
議
員
定
数
等
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
で

調
査
研
究
し
、
次
期
改
選
時
（
本
年
十
月
）
か
ら
定

数
二
十
八
人
を
二
十
四
人
に
す
る
「
浜
田
市
議
会
議

員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
」
を
、
去
る

十
二
月
議
会
に
お
い
て
議
決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
類
似
団
体
と
の
比
較
、
議
会
報
告
会
や

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
、
総
務
文
教
、
福
祉
環
境
、

産
業
建
設
の
三
つ
の
常
任
委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
で
活
発

な
議
論
を
行
う
た
め
に
必
要
な
人
数
、
委
員
会
及
び

本
会
議
で
の
可
否
同
数
回
避
な
ど
、
様
々
な
観
点
か

ら
論
議
し
、
市
議
会
と
し
て
決
定
し
た
も
の
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

市
長
と
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
住
民
の
直
接
選
挙
で
選

ば
れ
る
と
い
う
二
元
代
表
制
で
は
、
と
も
に
住
民
を

代
表
す
る
市
長
と
市
議
会
が
相
互
の
抑
制
と
均
衡
に

よ
っ
て
緊
張
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
議
会
が
市
長
と

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

常
日
頃
か
ら
、
浜
田
市
議
会
の
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
浜
田
市
議
会
で
は
「
開
か
れ
た
議
会　

見

え
る
議
会
」
を
目
指
し
て
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

既
に
、
本
会
議
や
委
員
会
な
ど
議
会
の
全
て
の
会

議
の
原
則
公
開
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
に
も
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
昨
年
は
、
初
め
て
の
議
会
報
告
会
を
市
内
十
か

所
で
開
催
し
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
出
席
い
た

だ
き
、
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
議
会
基
本
条
例
に
則
り
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
積
極
的
に
情
報
を
公
開
し
、
議
会
と
し
て
の
説

明
責
任
を
果
た
す
た
め
、
引
き
続
き
議
会
報
告
会
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
市
政
に
関
す
る
重
要
案
件
に

つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
案
な
ど
に
対
す
る
各
議
員
の
態
度
を
公

表
し
、議
員
の
意
思
を
明
確
に
す
る
、い
わ
ゆ
る
「
賛

否
の
公
開
」
も
次
号
の
市
議
会
だ
よ
り
か
ら
掲
載
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

対
等
の
機
関
と
し
て
、
市
政
の
基
本
的
な
方
針
を
決

定
（
議
決
）
し
、
そ
の
執
行
を
監
視
し
、
住
民
意
見

を
政
策
形
成
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
、
重
要
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

　

そ
う
し
た
意
味
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
は

非
常
に
貴
重
な
も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
議
会
や

議
員
へ
積
極
的
に
意
見
を
投
げ
か
け
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

合
併
特
例
に
よ
る
交
付
税
措
置
の
終
了
を
見
込
ん

だ
財
政
問
題
を
は
じ
め
、
課
題
や
懸
案
事
項
も
多
々

あ
り
、
浜
田
市
を
取
り
巻
く
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
市
議
会
は
、
時
に
は
市

長
と
車
の
両
輪
と
な
り
、
時
に
は
厳
し
い
監
視
の
目

を
向
け
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
浜
田
市
を
実
現
す
る
た

め
一
致
団
結
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆
さ
ま

に
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
一
年
の
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
市
議
会
へ
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

浜
田
市
議
会
議
長

濵
　
松
　
三
　
男

新
年
の
あ
い
さ
つ
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（写真①）浜田工業㈱立地計画認定書交付及び覚書調印式

（写真③）はまだ食の大使・三國清三シェフが推奨する19品の特産品
を「ミクニマルシェ」に認定 （写真②）竣工式及び記念式典が行われた長浜小学校

（写真⑦）サン・ビレッジ浜田人工芝スポーツ
広場がオープン

（写真⑨）定期航路化が決定した貨物運搬船
（ローロー船）

（写真⑧）地食甲子園in浜田に県外２校・県内
６校が参加

　

月
日　
　
　
　
　
　
　

主
な
で
き
ご
と

１
月
16
日　

石
正
美
術
館
が
地
域
創
造
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）
を
受
賞

21
日　

弥
栄
の
ど
ぶ
ろ
く
「
弥
盛
」
が
全
国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会
で
２
年

連
続
入
賞

22
日　

あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
全
国
小
学
生
雪
合
戦
大
会
で
準
優
勝

２
月
３
日　

市
議
会
議
員
が
気
仙
沼
市
・
相
馬
市
の
避
難
所
な
ど
に
支
援
物
資

（
浜
田
の
特
産
品
）
を
届
け
る

15
日　

浜
田
工
業
㈱
立
地
計
画
認
定
書
交
付
及
び
覚
書
調
印
…（
写
真
①
）

26
日　

浜
田
水
産
高
等
学
校
放
送
部
が
平
和
祈
念
ビ
デ
オ
制
作
コ
ン
ク
ー

ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

デ
ン
ジ
ャ
ラ
ー
ス
ガ
ー
ル
と
木
も
れ
陽
Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
の
２
チ
ー
ム

が
昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
で
第
３
位

29
日　

津
波
へ
の
備
え
と
し
て
海
抜
表
示
板
を
設
置

３
月
２
日　

気
仙
沼
市
へ
復
興
祈
念
樹
（
ク
ロ
マ
ツ
）
を
贈
呈
…
（
写
真
④
）

８
日　

浜
田
水
産
高
等
学
校
が
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
で
審
査
委
員

会
長
賞
を
受
賞

11
日　

笹
田
美
海
さ
ん
（
長
浜
小
学
校
）
が
全
国
少
年
少
女
選
抜
レ
ス
リ

ン
グ
選
手
権
大
会
女
子
４
年
33
㎏
級
で
第
３
位

16
日　

茨
城
県
鉾
田
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

20
日　

長
浜
小
学
校
が
竣
工
…
（
写
真
②
）

28
日　

桑
原
明
里
さ
ん
（
三
隅
中
学
校
）
が
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
全
管
打
楽
器

コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞
を
受
賞

４
月
１
日　

県
内
初
の
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
支
援
制
度
を
開
始

山
陰
道
三
隅
益
田
道
路
及
び
臨
港
道
路
福
井
４
号
線
事
業
着
手

８
日　

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
人
工
芝
ス
ポ
ー
ツ
広
場
が
オ
ー
プ
ン
…（
写
真
⑦
）

10
日　

浜
田
水
産
高
等
学
校
が
食
と
地
域
の
『
絆
』
づ
く
り
先
駆
的
優
良

事
例
に
選
定

17
日　

大
型
石
炭
船
「
新
山
陽
丸
」
の
船
籍
国
が
日
本
に
、
船
籍
港
が
浜

田
市
に
変
更

23
日　

第
二
浜
田
ダ
ム
定
礎
式
を
開
催

26
日　

旭
支
所
で
本
格
稼
動
し
た
米
軍
機
騒
音
測
定
器
で
米
軍
機
低
空
飛

行
訓
練
に
よ
る
騒
音
が
最
高
97
・
６
デ
シ
ベ
ル
を
観
測

５
月
３
日　

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で「
橋
本
明
治
・
橋
本
弘
安
～
親
子
二
人
展
～
」

を
開
催
（
６
月
３
日
ま
で
）

６
日　

縁
側
喫
茶
「
都
川
の
里
」
が
オ
ー
プ
ン

14
日　

初
め
て
の
議
会
報
告
会
を
市
内
10
地
区
で
開
催
（
18
日
ま
で
）

主なできごと



5　　　広報はまだ：平成25年１月号

（写真⑥）市役所ロビーで美しい合唱を披露する木田小学校児童

（写真⑤）「はまだ灯」を開催し、平岡都さん追悼セレモニー
で黙祷をささげる島根県立大学の代表者

（写真④）気仙沼市へ復興祈念樹（クロマツ）を贈呈

（写真⑪）キックボクシング世界タイ
トルを初防衛した寺戸伸近さん

（写真⑩）全国農業コンクール全国大
会でグランプリを受賞した㈲やさか共
同農場の佐藤さんご夫妻

（写真⑫）レスリング国際大会で優勝
した岩群安奈さん

22
日　

松
江
地
方
気
象
台
と
防
災
対
策
協
力
に
関
わ
る
協
定
を
締
結

中
村
倭
文
子
さ
ん
（
殿
町
）
が
、
日
本
シ
ニ
ア
テ
ニ
ス
全
国
大
会

ダ
ブ
ル
ス
女
子
85
歳
以
上
の
部
で
優
勝

６
月
３
日　

小
山
農
道
が
全
線
開
通
（
宇
野
町
～
後
野
町
）

７
月
24
日　

㈲
や
さ
か
共
同
農
場
が
全
国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
で
グ
ラ

ン
プ
リ
を
受
賞
…
（
写
真
⑩
）

８
月
10
日　

木
田
小
学
校
の
全
校
児
童
８
人
が
夏
期
音
楽
教
育
研
究
の
つ
ど
い

全
国
大
会
で
合
唱
を
披
露
…
（
写
真
⑥
）

11
日　

㈱
浜
田
あ
け
ぼ
の
水
産
所
属
の
沖
合
底
曳
網
漁
船
第
五
・
第
六
あ

け
ぼ
の
丸
の
リ
シ
ッ
プ
工
事
が
完
了

12
日　

キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
ー
寺
戸
伸
近
選
手
（
浜
田
市
出
身
・
３
月
に
後
援
会
を

設
立
）が
Ｉ
Ｓ
Ｋ
Ａ
世
界
バ
ン
タ
ム
級
タ
イ
ト
ル
を
初
防
衛
…（
写
真
⑪
）

15
日　

世
界
こ
ど
も
美
術
館
の
入
館
者
70
万
人
達
成

17
日　

全
国
子
ど
も
神
楽
サ
ミ
ッ
ト
in
島
根
を
開
催
（
18
日
ま
で
）

22
日　

岩
群
安
奈
さ
ん
（
浜
田
市
出
身
）
が
レ
ス
リ
ン
グ
国
際
大
会
「
ゴ
ー

ル
デ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
決
勝
大
会
」女
子
48
㎏
級
で
優
勝
…（
写
真
⑫
）

10
月
２
日　

障
が
い
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
「
浜
田
き
て
み
ん
さ
い
」
オ
ー
プ
ン

山
陰
都
市
連
携
協
議
会
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

12
日　

駅
鈴
が
つ
な
ぐ
縁
に
よ
り
浜
田
市
長
が
松
阪
市
を
表
敬
訪
問
し
、

松
阪
市
長
と
官
民
あ
げ
て
の
交
流
促
進
を
確
認

14
日　

ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
認
定
審
査
会
を
開
催
し
、
特
産
品
19
品
を
認
定
…

（
写
真
③
）

25
日　

内
藤
盛
榮
さ
ん
（
内
村
町
）
が
全
国
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー

ル
で
年
輪
賞
（
努
力
賞
）
を
受
賞

26
日　

い
の
ち
と
安
全
安
心
の
日　

市
民
団
体
が
島
根
県
立
大
学
で
「
は

ま
だ
灯
」
を
開
催
…
（
写
真
⑤
）

27
日　

植
田
倫
吉
さ
ん
（
熱
田
町
）
が
地
域
伝
統
芸
能
大
賞
支
援
賞
を
受
賞

11
月
３
日　

安
城
・
杵
束
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
に
よ
る
弥
栄
自
治
区
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
や
っ
ピ
ー
」
の
誕
生
及
び
お
披
露
目

４
日　

島
根
県
総
合
防
災
訓
練
を
浜
田
市
で
実
施

11
日　

地
食
甲
子
園
in
は
ま
だ
を
開
催
…
（
写
真
⑧
）

17
日　

県
内
初
の
食
べ
・
飲
み
歩
き
イ
ベ
ン
ト
「
浜
田
バ
ル
」
を
開
催

19
日　

貨
物
運
搬
船（
ロ
ー
ロ
ー
船
）の
定
期
航
路
化
が
決
定
…（
写
真
⑨
）

24
日　

内
田
理
久
さ
ん（
第
一
中
学
校
）が
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ

パ
ン
カ
ッ
プ
Ｕ
‐
14
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝

山
根
稔
平
さ
ん
（
第
一
中
学
校
）
も
シ
ン
グ
ル
ス
で
第
３
位

12
月　
　
　

旭
温
泉
の
新
泉
源
を
供
給
開
始

平成24年
浜田市の

今
年
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
、

全
国
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
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虐
待
を
「
し
つ
け
」
の
た
め
と　

思
い

込
み

　
　
　

弥
栄
町
木
都
賀　

齋
藤　

繁
美

少
し
だ
け　

開
け
て
置
こ
う
よ　

心
の

扉
　
　
　
　
　
　

熱
田
町　

日
原　
　

隆

人
権
も　

親
の
背
中
を　

見
て
育
つ

　
　
　
　

三
隅
町
三
隅　

神
本　
　

晃

　

ま
た
、
各
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
次

の
皆
さ
ん
が
入
選
し
ま
し
た
。

※　

次
の
入
賞
作
品
は
、
今
回
の
展
示

に
含
ま
れ
ま
せ
ん（
浜
田
市
分
抜
粋
）。

【
中
学
校
の
部
】

入
選

　

第
一
中
３
年　
　

日
下　

瑞
穂

佳
作

　

第
三
中
３
年　
　

片
寄　

友
貴

　

浜
田
東
中
３
年　

中
原　

来
実

奨
励
賞

　

第
三
中
２
年　
　

北
山　

礼
奈

　

金
城
中
２
年　
　

山
本　

沙
耶

　

三
隅
中
２
年　
　

浅
井　

菜
摘

　

周
布
小
６
年　
　

左
田
野　

倫

　

雲
城
小
６
年　
　

河
上　

行
人

　

長
浜
小
６
年　
　

片
廻　
　

洋

【
作
文
の
部
（
中
学
校
）】

最
優
秀
賞

　

第
一
中
２
年　
　

河
野　

聖
湖

優
秀
賞

　

浜
田
東
中
２
年　

山
本　
　

航

　

第
四
中
１
年　
　

河
上　

友
紀

　

金
城
中
３
年　
　

岡
本　

大
輝

　

金
城
中
３
年　
　

山
田
彩
千
乃

　

三
隅
中
１
年　
　

三
浦　

巧
志

　

第
三
中
１
年　
　

道
下　

大
悟

　

金
城
中
１
年　
　

星
野　

陽
香

【
標
語
の
部
】

優
秀
賞

イ
ジ
メ
か
ら　

罪
へ
と
進
む　

ワ
ル
フ

ザ
ケ

　
　
　
　
　
　

熱
田
町　

松
山　

哲
司

話
し
て
ね　

心
の
痛
み　

少
し
で
も

　
　
　
　
　

高
佐
町　

佐
々
木
富
士
子

不
安
の
芽
（
目
）　

見
付
け
て
摘
ん
で

安
堵
の
芽
（
目
）

　
　
　
　

金
城
町
今
福　

野
田　

茂
俊

再
び
は
無
い　

私
の
い
の
ち
・
あ
な
た

の
命
を
大
切
に

　
　
　
　

三
隅
町
河
内　

玉
田　

秀
子

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

最
優
秀
賞

　

第
一
中
１
年　
　

白
川　

加
奈

優
秀
賞

　

第
一
中
２
年　
　

三
宅　

沙
貴

　

第
一
中
３
年　
　

佐
々
木
夏
海

　

第
二
中
２
年　
　

河
内　

恭
嗣

　

第
三
中
２
年　
　

髙
橋　

聡
美

　

第
三
中
３
年　
　

嘉
戸　

夏
希

　

第
四
中
１
年　
　

藤
井　

美
玖

　

金
城
中
２
年　
　

鈴
木　
　

崚

【
作
文
の
部
（
小
学
校
）】

最
優
秀
賞

　

長
浜
小
６
年　
　

新
井　

里
帆

優
秀
賞

　

木
田
小
６
年　
　

三
宅　

敦
大

　

上
府
小
６
年　
　

石
崎　

涼
音

　

原
井
小
６
年　
　

中
村
佳
奈
子

　

石
見
小
６
年　
　

松
川　

紗
弥

　

人
権
意
識
の
高
揚
と
啓
発
に
活
用
す

る
た
め
、
小
・
中
学
校
、
一
般
の
皆
さ

ん
か
ら
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
募

集
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
い

ず
れ
も
優
れ
た
作
品
で
し
た
が
、
審
査

の
結
果
、
次
の
皆
さ
ん
の
作
品
を
優
秀

作
品
と
し
て
、
12
月
20
日
㈭
に
浜
田
公

民
館
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
入
賞
作
品
は
、
１
月
10
日

㈭
ま
で
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

で
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
入
賞
作
品
と
ポ
ス
タ
ー
の
全

応
募
作
品
を
、
１
月
12
日
㈯
か
ら
20
日

㈰
ま
で
、
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
展
示

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
入
賞
作
品
は
、人
権
作
品
集「
共

に
生
き
る
」
に
ま
と
め
て
発
刊
す
る
ほ

か
、
今
後
の
啓
発
事
業
に
も
活
用
し
ま

す
。

　

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り

で
す
（
敬
称
略
）。

相手の気持ち　育てよう思いやりの心～
～平成24年度　浜田市人権作品コンクール入賞作品決まる～

○
島
根
県
人
権
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

○
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
島
根
県
大
会
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に
考
え
、
新
し
い
も
の
の
見
方
を
生
み

出
す
権
利
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
個
性
や
人
そ
れ
ぞ
れ
の
権
利
を
大

事
に
で
き
た
ら
、
い
じ
め
を
無
く
し
、

友
達
の
輪
を
広
げ
た
り
で
き
、
そ
し
て

な
に
よ
り
自
分
自
身
が
成
長
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
自
分
が
相
手
を
信
じ
る

こ
と
で
す
。
自
分
が
相
手
を
信
じ
な
け

れ
ば
、
相
手
に
も
自
分
を
信
じ
て
も
ら

え
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
相
手
に
信
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
自
分
も
相
手
を
信

じ
て
い
れ
ば
お
互
い
に
助
け
合
い
信
じ

合
え
る
。
そ
ん
な
関
係
に
な
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
述
べ
た
三
つ
の
こ
と
は
、
友
達

に
か
ぎ
ら
ず
ク
ラ
ス
・
家
族
な
ど
の
集

団
の
中
や
、
学
校
全
体
で
も
大
切
な
こ

と
で
す
。
一
つ
目
の
こ
と
は
思
い
や
る

こ
と
、
二
つ
目
は
受
け
入
れ
る
こ
と
、

三
つ
目
は
信
じ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
三
つ

の
こ
と
を
実
践
で
き
れ
ば
、
友
達
と
は

何
な
の
か
、
友
達
の
い
る
意
味
が
き
っ

と
わ
か
る
は
ず
で
す
。
友
達
と
は
上
辺

だ
け
の
う
す
っ
ぺ
ら
な
関
係
で
は
な

く
、
お
互
い
に
信
頼
し
あ
っ
た
厚
い
関

係
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

　

最
後
に
、
今
ま
で
述
べ
た
中
で
、
私

が
体
型
の
こ
と
で
ひ
ど
い
こ
と
を
言
わ

れ
た
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と

や
他
の
人
と
は
ち
が
う
と
こ
ろ
が
あ
る

な
ど
の
理
由
で
ひ
ど
い
こ
と
を
言
わ
れ

達
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
こ
ん
な
風
に

お
互
い
を
大
事
に
で
き
る
の
か
。
ど
う

す
れ
ば
そ
ん
な
友
達
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
し
て
、

私
は
次
の
三
つ
の
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え

た
言
葉
と
行
動
で
す
。
私
は
以
前
、
言

葉
で
友
達
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
、は
じ
め
て「
言

葉
の
重
さ
」
と
い
う
も
の
を
知
り
ま
し

た
。
言
葉
以
外
で
も
、
相
手
の
こ
と
が

好
き
で
は
な
い
、
気
に
く
わ
な
い
な
ど

の
理
由
で
物
を
か
く
し
た
り
、
ば
か
に

し
た
り
い
じ
め
た
り
す
る
と
い
う
行
動

は
、
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
お
ら
ず
、

人
を
傷
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。
私
も
一

度
、
物
を
か
く
さ
れ
て
こ
ま
っ
た
こ
と

が
あ
り
、
と
て
も
い
や
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
自
分
が
さ
れ
て
い
や
な
こ

と
だ
か
ら
こ
そ
、
今
後
そ
ん
な
こ
と
は

絶
対
に
し
な
い
つ
も
り
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
個
性
を
認
め
る
こ
と
で

す
。
人
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
容
姿
・

性
格
・
声
・
考
え
・
感
性
を
持
っ
て
い

ま
す
。
私
は
こ
れ
ら
の
も
の
を
人
が
そ

れ
ぞ
れ
も
っ
て
い
る
「
権
利
」
の
よ
う

な
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば
、考
え
は
人
に
よ
っ
て
ち
が
い
ま
す
。

こ
れ
は
ま
わ
り
と
は
違
っ
た
、
自
分
の

意
見
を
持
つ
権
利
。
ま
た
、
感
性
は
、

人
そ
れ
ぞ
れ
の
感
じ
方
。
こ
れ
は
自
由

　

本
当
の
友
達
と
は
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
学
校
２
年
生

　

私
は
最
近
、
自
分
の
周
り
を
見
て
、

不
思
議
に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
相
手
の
い
や
が
る
こ
と
を
平
気

で
言
っ
た
り
、
そ
ん
な
こ
と
ど
う
し
て

言
う
の
か
な
と
思
う
よ
う
な
こ
と
を
友

達
に
言
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
様
子
を
見
て

思
っ
た
の
は
、
そ
う
い
う
こ
と
を
言
う

人
は
、相
手
が
ど
ん
な
気
持
ち
な
の
か
、

も
し
も
自
分
が
言
わ
れ
た
ら
？
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
、

彼
ら
に
と
っ
て
友
達
と
は
何
な
の
か
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
は
以
前
、
体
型
の
こ
と
で
ひ
ど
い

こ
と
を
言
わ
れ
、
傷
つ
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
と
て
も
悲
し
く
な
り
、「
も

う
学
校
に
行
き
た
く
な
い
。
学
校
に
行

く
と
ま
た
ば
か
に
さ
れ
る
ん
だ
。」
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
の
気
持
ち
を
助
け
て
く
れ

た
の
は
、私
の
親
友
で
し
た
。
親
友
は
、

落
ち
込
ん
で
い
た
私
に
「
つ
ら
い
と
き

は
泣
け
ば
い
い
。」
と
言
っ
て
く
れ
、

私
を
は
げ
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
ん

な
風
に
私
を
大
切
に
思
っ
て
く
れ
て
い

る
人
も
い
る
ん
だ
と
わ
か
り
、
改
め
て

友
達
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　

こ
の
出
来
事
を
通
し
て
、
本
当
の
友

た
り
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
は
、
私

の
他
に
も
ま
だ
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い

ま
す
。
私
は
そ
の
人
た
ち
の
助
け
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
親

友
が
私
に
し
て
く
れ
た
よ
う
に
、
声
を

か
け
て
あ
げ
て
、
い
っ
し
ょ
に
い
て
あ

げ
る
。
そ
の
後
、
そ
の
人
を
傷
つ
け
た

人
に
、
簡
単
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
そ
の
行
動
や
発
言
で
傷
つ
い
て

い
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
い
、
そ
ん
な
行
動
や
発
言
は
や
め

て
も
ら
う
よ
う
に
言
っ
て
み
る
。
そ
う

し
て
い
け
ば
だ
ん
だ
ん
い
じ
め
が
な
く

な
っ
て
い
き
、
い
つ
か
、
い
じ
め
の
な

い
、
誰
も
が
笑
っ
て
い
ら
れ
る
よ
う
な

世
の
中
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
、
と
思

い
ま
す
。
私
は
、
一
日
で
も
早
く
そ
ん

な
日
を
む
か
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
か
ら
が
ん
ば
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

※　

文
章
は
、
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
９
１
６
０
）

みんなで築こう人権の世紀　～考えよう
浜田市人権作品コンクール　人権作文の部から

みんなで築こう人権の世紀
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登
録
制
度

　

市
で
は
、
業
務
の
必
要
に
応
じ

て
、
市
役
所
や
市
の
施
設
で
働
く

臨
時
職
員
及
び
非
常
勤
嘱
託
職
員

な
ど
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
採
用

者
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
登
録
し

た
人
の
中
か
ら
、
条
件
に
合
う
人

を
選
考
し
、
書
類
審
査
・
面
接
な

ど
に
よ
り
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
登
録
は
、
年
度
ご
と
に
行

い
、
有
効
期
間
は
年
度
末
（
３
月

31
日
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。
平
成

24
年
度
に
登
録
を
し
て
い
る
人
も
、

平
成
25
年
度
の
登
録
を
希
望
す
る

場
合
に
は
、
新
た
に
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

対
象
者

　

年
齢
18
歳
以
上
の
人
（
定
時
制

を
除
き
高
校
生
は
不
可
）

職
種

　

主
な
職
種
、
必
要
な
資
格
及
び

賃
金
は
上
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
表
に
な
い
職
種
も

業
務
の
必
要
に
よ
り
採
用
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
時
間

臨
時
職
員　
週
５
日
以
内
、
１
日

７
時
間
45
分

非
常
勤
嘱
託
職
員　
月
17
日
、
１

日
７
時
間
45
分
な
ど

※　

勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
職

種
・
勤
務
場
所
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

※　

監
視
員
に
つ
い
て
は
、
市
役

所
庁
舎
に
お
け
る
宿
日
直
業
務

と
な
り
ま
す
。

勤
務
場
所

　

市
役
所
の
本
庁
又
は
各
支
所
、

若
し
く
は
学
校
・
幼
稚
園
な
ど
の

出
先
職
場

任
用
期
間

　

業
務
の
必
要
に
応
じ
た
期
間
で

１
年
以
内

登
録
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市

役
所
本
庁
３
階
人
事
課
ま
で
持
参

又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
履
歴

書
に
は
、
希
望
職
種
・
勤
務
可
能

時
間
の
範
囲
・
希
望
す
る
勤
務
場

所
・
臨
時
事
務
員
は
パ
ソ
コ
ン
の

操
作
程
度
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
写
し
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

登
録
受
付

　

４
月
１
日
付
け
採
用
に
つ
い
て

は
、
１
月
25
日
㈮
（
郵
送
の
場
合

は
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
登
録

受
付
を
し
た
人
か
ら
選
考
を
行
い

ま
す
。
そ
れ
以
後
の
採
用
に
つ
い

て
は
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

注
意
事
項

　

こ
の
登
録
は
採
用
を
保
障
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

各
職
場
の
業
務
の
必
要
に
応

じ
て
採
用
を
行
い
ま
す
の
で
、

希
望
職
種
の
募
集
が
行
わ
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
登

録
者
が
多
数
の
職
種
や
、
希
望

す
る
勤
務
条
件
に
合
わ
な
い
な

ど
の
理
由
で
、
登
録
期
間
内
に

採
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

登
録
内
容
の
変
更
や
、
登
録

の
取
消
し
を
希
望
す
る
場
合
に

は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

《
臨
時
職
員
を
必
要

と
す
る
場
合
》

必
要
と
す
る
職
場
の

担
当
者
が
登
録
者
の

中
か
ら
条
件
に
合
う

人
を
書
類
選
考

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
事
課
人
事
係
【
〒
６
９

７
‐
８
５
０
１　

殿
町
１
番
地

（
☎
�
９
１
３
１
）】

人
事
課
に
履
歴
書
を

提
出
（
登
録
完
了
・

登
録
は
年
度
末
ま
で

有
効
）

各
職
場
の
担
当
者
が

登
録
者
に
面
接
の
電

話
連
絡

各
職
場
の
担
当
者
が

面
接
を
行
い
、
勤
務

条
件
な
ど
を
確
認

登
録
か
ら
採
用
ま
で
の
流
れ

採
否
決
定

職種 必要な資格など 賃金（平成24年度実績）
事務員 Word・Excelが使用可能 臨時 日額　　6,650円

看護師 看護師免許 臨時 日額　　7,090円
非常勤嘱託 月額　157,900円

保健師 保健師免許 臨時 日額　　7,640円
非常勤嘱託 月額　167,400円

用務員 資格は問いません 臨時 日額　　6,730円
非常勤嘱託 月額　146,600円

幼稚園教諭 幼稚園教諭免許 臨時 日額　　7,090円
非常勤嘱託 月額　157,900円

介護支援専門員 介護支援専門員証 月額　157,900円
監視員（宿日直業務）資格は問いません 月額　146,600円
収納嘱託員（市税・国民
健康保険料（税）・後期
高齢者医療保険料・保育
料及び水道使用料などの
臨戸徴収業務）

資格は問いません 非常勤嘱託
月額54,000円
（基本報酬）＋能率給
※　社会保険・休暇制度
はありません。

市では障がい者雇用を促進しています
　障がいのある人を対象とした非常勤嘱託職員を募集しています。
登録の要件　１．身体障害者手帳の交付を受けている人

２．自力で通勤ができ、かつ介護者なしで職務遂行が可能な人
３．そのほか職種により必要な資格を持っている人

職種　上記募集の職種及び事務員の非常勤嘱託
賃金　上記募集の職種は非常勤嘱託月額と同額、事務員の非常勤嘱託は月額146,400円

平
成
25
年
度
の
臨
時
職
員
及
び
非
常
勤

嘱
託
職
員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
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11
月
17
日
㈯
、
Ｊ
Ａ
い
わ
み
中

央
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
し

た
市
民
憲
章
推
進
大
会
に
お
い

て
、
市
民
憲
章
の
理
念
に
基
づ
く

啓
発
・
推
進
・
実
践
活
動
な
ど
に

顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
次
の
22
人

（
17
人
・
５
団
体
）
に
表
彰
状
と

記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

表
彰
者
（
敬
称
略
、
順
不
同
、

年
齢
は
11
月
１
日
現
在
）

岩
川　

年
永
（
80
歳
・
上
府
町
）

岩
本　

光
市
（
69
歳
・
治
和
町
）

内
田　

治
實
（
63
歳
・
内
田
町
）

串
﨑　

幸
江
（
81
歳
・
金
城
町
上
来
原
）

桑
田　

稔
之
（
85
歳
・
金
城
町
下
来
原
）

小
出
千
代
子
（
79
歳
・
港
町
）

小
谷　
　

悟
（
74
歳
・
弥
栄
町
栃
木
）

小
谷　

幸
江
（
58
歳
・
浅
井
町
）

佐
々
本
憲
次
（
75
歳
・
金
城
町
下
来
原
）

田
中　

幸
雄
（
83
歳
・
三
隅
町
三
隅
）

田
渕　
　

修
（
75
歳
・
下
府
町
）

長
澤　

一
正
（
54
歳
・
原
町
）

橋
田　

順
次
（
62
歳
・
原
井
町
）

原
田　

久
良
（
74
歳
・
三
隅
町
古
市
場
）

三
賀
森
康
男
（
83
歳
・
三
隅
町
三
隅
）

湯
浅　

彦
六
（
78
歳
・
下
府
町
）

湯
浅　

良
子
（
72
歳
・
下
府
町
）

市
木
自
治
会
（
旭
町
市
木
）

今
福
笑
舞
会
（
金
城
町
久
佐
）

岡
見
て
ん
つ
く
て
ん

（
三
隅
町
岡
見
）

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
流
の
鐘

（
三
隅
町
折
居
）

ひ
だ
ま
り
グ
ル
ー
プ

（
金
城
町
波
佐
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課

（
☎
�
９
２
０
１
）

　中山自治会（三隅町岡見）では、宝くじの普及広
報を目的として、その受託事業収入を財源に実施し
ている㈶自治総合センターの平成24年度コミュニ
ティ助成事業（宝くじ助成事業）を活用し、テレビ・
電子レンジ・ファンヒーターなどを購入しました。
　今後、整備した備品を活用して、地域コミュニティ
の場の充実を図るとともに、地域の活動が一層活発
になるよう取り組んでいきます。

（三隅支所自治振興課）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、次
の
案
件
に
つ
い
て
、

広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

浜
田
市
地
域
福
祉
計
画

閲
覧
場
所

　

市
役
所
本
庁
地
域
福
祉
課

　

市
役
所
各
支
所
市
民
福
祉
課

浜
田
市
健
康
増
進
計
画
・
浜
田
市

食
育
推
進
計
画

閲
覧
場
所

　

市
役
所
本
庁
地
域
医
療
対
策
課

　

市
役
所
各
支
所
市
民
福
祉
課

浜
田
市
障
害
者
計
画

閲
覧
場
所

　

市
役
所
本
庁
高
齢
障
が
い
課

　

市
役
所
各
支
所
市
民
福
祉
課

※　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.ham

ada.
sh

im
a
n
e.jp

/m
a
ch

i/p
u
b
_

com
m
ent.htm

l

募
集
・
閲
覧
期
間

　

１
月
４
日
㈮
～
２
月
４
日
㈪

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
福
祉
計
画

本
庁
地
域
福
祉
課

（
☎
�
９
３
０
０
）

浜
田
市
健
康
増
進
計
画
・
浜
田
市

食
育
推
進
計
画

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
１
）

浜
田
市
障
害
者
計
画

本
庁
高
齢
障
が
い
課

（
☎
�
９
３
２
２
）

平
成
24
年
度
市
民
憲
章
表
彰

平成24年度宝くじコミュニティ助成事業
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ご
存
知
で
す
か
？
　
裁
判
所
・
裁
判
制
度

家
事
事
件
手
続
法
の
施
行

を
迎
え
て

家
事
事
件
手
続
法
と
は
？

　

家
事
事
件
（
夫
婦
間
の
紛
争
や

成
年
後
見
な
ど
家
庭
に
関
す
る
事

件
の
こ
と
を
い
い
、
家
事
審
判
に

関
す
る
事
件
と
、
家
事
調
停
に
関

す
る
事
件
に
分
か
れ
ま
す
。）の
手

続
を
定
め
る
法
律
で
す
。
国
民
に

利
用
し
や
す
く
現
代
社
会
に
適
合

し
た
家
事
事
件
の
手
続
を
定
め
る

た
め
に
新
た
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

家
事
審
判
と
は

　

裁
判
官
が
様
々
な
資
料
に
基
づ

い
て
判
断
し
決
定
す
る
手
続
で
す
。

家
事
調
停
と
は

　

裁
判
官
１
人
と
調
停
委
員
２
人

以
上
で
構
成
さ
れ
る
調
停
委
員
会

が
、
当
事
者
双
方
か
ら
言
い
分
を

十
分
に
聴
き
な
が
ら
，
話
合
い
を

行
う
手
続
で
す
。

　

家
事
事
件
の
手
続
は
家
事
審
判

法
で
定
め
ら
れ
、
昭
和
22
年
の
制

定
以
降
大
き
な
改
正
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
間
、
家
族
を
巡

る
状
況
な
ど
が
大
き
く
変
化
し
、

当
事
者
な
ど
が
手
続
に
主
体
的
に

関
わ
る
た
め
の
機
会
を
保
障
す
る

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
全
面
的
に
見
直
し
、

新
た
に
家
事
事
件
手
続
法
を
制
定

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
見
直
さ
れ
た
の
？

○
当
事
者
な
ど
の
手
続
保
障
を
図

る
た
め
の
制
度
を
充
実
さ
せ
る

こ
と

○
家
事
事
件
の
手
続
を
、
国
民
に

と
っ
て
、
よ
り
利
用
し
や
す
い

も
の
と
す
る
こ
と

○
手
続
の
基
本
的
事
項
を
整
備
す

る
こ
と

施
行
日　
平
成
25
年
１
月
１
日

※　

家
事
事
件
手
続
法
が
適
用
さ

れ
る
の
は
、
施
行
日
（
平
成
25

年
１
月
１
日
）
以
降
に
申
し
立

て
ら
れ
た
家
事
事
件
か
ら
適
用

と
な
り
ま
す
。

※　

家
事
事
件
の
手
続
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
裁
判
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご

不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.courts.go.jp/

問
い
合
わ
せ
先

松
江
家
庭
裁
判
所

（
☎
０
８
５
２
�
１
７
０
１
）

　大
だー

家
じゃー

、新
しんにぃえんはお

年好！（明けましておめでとうございます）
　私が、浜田に来てもう９か月がたちました。異
文化社会の中で、多くのことを経験し、学びまし
た。中国人として、中国の文化と日本の文化は、
いろいろ違うと感じています。私は、おいしい料
理が好きなので、今回は食事のマナーや習慣につ
いて比較しようと思います。
　日本では、たいてい一人ひとりの皿に料理を
盛ってくれますが、中国での食事は、ほとんどの
場合、大きな皿を複数の人が囲んで一緒に食べま
す。人数を多少変更しても、その場で簡単に調整
できます。
　中華料理に比べると、和食は、中国人にとって
は量が少ないと感じるかもしれません。これは、
和食は大量のものを提供するより、少量でもおい
しいものを出し、すべての料理を食べてもらうこ
とを期待しているからだそうです。それとは逆に、
お客さんに余るくらい提供し、お腹一杯になって
もらうのが、中国のおもてなしです。皿が空っぽ
になっていると「もしかして足りなかったかな」
と心配します。ここに、日本と中国の食文化、考
え方の違いがあります。

　ご飯を食べる時、中国でも日本でも、はしを使
います。どちらの国でもはしをご飯に刺してはい
けません。これは同じマナーですが、はしを置く
時、日本では横向きに置きますが、中国では縦に
置きます。中国で、はしを横にすると、これは「お
腹いっぱいになった」という意味になります。
　和食では、冷たい食べ物が多く出される場合が
ありますが、中国の食事では、基本的に温かいも
のしか食べません。これは、漢方の考え方に基づ
いて、体を冷やしすぎないように気をつける習慣
があるからだそうです。
　また、中国で ｢乾杯｣ と言った時、その人はお
酒を全部飲まなければなりません。それは「杯を
乾かす」の意味だからです。しかし、日本では全
部飲まなくてもいいです。日本での ｢乾杯｣ は、
｢みんなで一緒にお酒を飲みましょう｣ の意味だ

からです。また、中国ではお酒を勧める時、自分
のコップは少し低い位置にして相手に尊敬の意を
表します。
　中国と日本は近いですが、それぞれの考え方や
風俗・習慣によって、同じ食事でも、結構違いま
すよね。

ど
う
し
て
家
事
事
件
手
続
法

が
制
定
さ
れ
た
の
で
す
か
？

浜田市国際交流員　劉
りゅう

　悦
え つ

中国と日本の食事の違い



11　　　広報はまだ：平成25年１月号

浄
化
槽
と
は
？

　

浄
化
槽
は
処
理
す
る
対
象
に
よ
っ
て
大
き

く
二
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

  

し
尿
だ
け
を
処
理
す
る
単
独
処
理
浄
化
槽

と
、
し
尿
と
併
せ
て
生
活
雑
排
水
を
処
理
す

る
合
併
処
理
浄
化
槽
が
あ
り
ま
す
。

　

単
独
処
理
浄
化
槽
は
、
下
水
道
施
設
や
合

併
処
理
浄
化
槽
に
比
べ
て
、
浄
化
性
能
が
大

き
く
劣
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
し
尿
以
外
の

生
活
雑
排
水
は
処
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
た
場
合
は
、

単
独
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
た
場
合
に
比
べ
、

ほ
と
ん
ど
の
汚
れ
が
川
な
ど
に
放
流
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
使
い
方
を
間
違
っ
た
り
、
維
持

管
理
を
適
切
に
行
わ
な
か
っ
た
り
す
る
と
、

単
独
・
合
併
処
理
浄
化
槽
と
も
、
逆
に
生
活

環
境
を
悪
く
す
る
要
因
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管
理
し
て
、
川
や

海
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

浄
化
槽
の
維
持
管
理

　

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
人
又
は
浄
化
槽

の
設
置
者
は
、
浄
化
槽
を
適
切
に
維
持
管
理

す
る
こ
と
が
浄
化
槽
法
に
よ
り
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
次
の
点
検
・
検
査
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

①
法
定
検
査

　

必
要
な
保
守
点
検
や
清
掃
が
行
わ
れ
、
浄

化
槽
の
機
能
が
正
常
に
働
い
て
い
る
か
を
客

観
的
に
把
握
す
る
た
め
、
定
期
的
な
保
守
点

検
と
は
別
に
、
公
益
社
団
法
人
島
根
県
浄
化

槽
普
及
管
理
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
法
定
検

査
を
毎
年
１
回
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

②
保
守
点
検

　

浄
化
槽
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た

め
、
保
守
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
専
門

的
な
知
識
や
器
具
が
必
要
で
す
の
で
、
島
根

県
知
事
登
録
を
受
け
た
保
守
点
検
業
者
に
委

託
し
て
く
だ
さ
い
。

③
浄
化
槽
の
清
掃

　

汚
泥
を
抜
き
取
っ
て
浄
化
槽
の
機
能
を
正

常
に
維
持
し
ま
し
ょ
う
。
浜
田
市
の
許
可
を

受
け
た
清
掃
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
環
境
保
全
グ
ル
ー
プ

（
☎
�
５
５
６
０
）

できることからはじめましょう
〇野菜や魚は、ばら売り、量り売りで必要な量だ
けを買いましょう。

　買い物前に冷蔵庫をチェックして献立を考え、
必要なものを買うようにしましょう。
〇食材を丸ごと使い切りましょう。
　大根の葉はきんぴらに、真ん中はおでんや煮物
に、さきっぽはみそ汁にするなど、無駄なくいた
だきましょう。
〇圧力鍋で時間を短縮しましょう。
　圧力鍋は短時間に高温で調理することができ、
省エネになります。
〇余熱を利用しましょう。
　乾麺をゆでる場合は沸騰した湯に麺を入れ、１
分火にかけたら火を止め、ふたをしてゆで時間ま
で放置すれば余熱だけでゆであがります。
〇ガスコンロで加熱するときは、最も効率的な、
鍋底からはみ出さないくらいの火力で加熱しま
しょう。

　鍋底がぬれていると、水を蒸発させるために余

分なエネルギーが必要になります。コンロにかけ
る前に、鍋底の水を拭き取りましょう。
〇食器についた油汚れは、ぼろ布（ウエス）など
で拭き取ってから洗いましょう。

　洗剤や洗い水が少なくてすみ、排水の汚れも減
る上に、汚れが少ないので楽に洗えるようになり
ます。
〇冷蔵庫で工夫しましょう。
　冷蔵庫は省エネのポイントがたくさんありま
す。詰め込みすぎをやめる、開閉の回数・時間を
減らす、温度を適切に設定するなど、節約しがい
のある家電です。

　このほかにも見直せば、たくさんの効果が期待
できます。ぜひ、楽しく省エネしてください。

出典（参考）　公益財団法人しまね自然と環境財
団「エコライフ10へのご招待」

（本庁くらしと環境課）

浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管
理
し
ま
し
ょ
う

～
あ
な
た
の
浄
化
槽
は
大
丈
夫
？
～

エコライフへのご招待　～省エネクッキングをしよう～
自分なりのエコライフの一歩を、意識的に踏み出そう
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

浜
田
市
消
防
出
初
め
式

日
時　
１
月
６
日
㈰

　

午
前
９
時
～

場
所　
東
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場

（
荒
天
時
、
第
一
中
学
校
体
育

館
）

一
斉
放
水　
市
役
所
本
庁
裏
浜
田

川
金
城
自
治
区
消
防
出
初
め
式

日
時　
１
月
５
日
㈯

　

午
前
10
時
～

場
所　
金
城
総
合
運
動
公
園
（
荒

天
時
、
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な

ぎ
）

一
斉
放
水　
雲
城
駐
在
所
前
浜
田

川
旭
自
治
区
消
防
出
初
め
式

日
時　
１
月
５
日
㈯

　

午
前
９
時
15
分
～

場
所　
今
市
小
学
校
校
庭
（
荒
天

時
、
旭
市
民
体
育
館
）

一
斉
放
水　
今
市
小
学
校
前
家
古

屋
川

弥
栄
自
治
区
消
防
出
初
め
式

日
時　
１
月
６
日
㈰

　

午
前
10
時
～

場
所　
弥
栄
町
運
動
広
場
（
荒
天

時
、
弥
栄
会
館
）

一
斉
放
水　
弥
栄
会
館
裏
三
隅
川

三
隅
自
治
区
消
防
出
初
め
式

日
時　
１
月
６
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～

場
所　
三
隅
中
央
公
園（
荒
天
時
、

三
隅
中
央
会
館
）

一
斉
放
水　
天
満
橋
上
流
三
隅
川

※　

諸
事
情
に
よ
り
、
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
警
防
課

（
☎
�
０
１
１
９
）

　

市
で
は
、
市
内
で
災
害
や
事
件

が
起
き
た
際
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

へ
の
情
報
提
供
を
行
う
た
め
、「
浜

田
市
防
災
防
犯
メ
ー
ル
」
の
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
正
確
な
情

報
を
迅
速
に
収
集
す
る
こ
と
が
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
手
段
の
１
つ
と
し
て

「
防
災
防
犯
メ
ー
ル
」を
活
用
し
、

災
害
な
ど
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

配
信
情
報

・
気
象
情
報
（
気
象
警
報
、
津
波

注
意
報
・
警
報
、
震
度
情
報
な

ど
）

・
防
災
危
機
情
報
（
避
難
情
報
、

避
難
所
開
所
情
報
、
土
砂
災
害

警
戒
情
報
、
ダ
ム
放
流
情
報
な

ど
）

・
防
犯
交
通
情
報
（
振
り
込
め
詐

欺
や
声
掛
け
事
案
・
防
犯
交
通

啓
発
情
報
な
ど
）

登
録
方
法

　

登
録
は
、
次
の
ア
ド
レ
ス
に
件

名
・
本
文
を
入
力
せ
ず
に
メ
ー
ル

を
送
信
し
、
返
信
さ
れ
た
メ
ー
ル

か
ら
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
の
携
帯
電
話

の
場
合
は
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ア
ド
レ
ス
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

登
録
用
ア
ド
レ
ス

　

ham
ada@

xpressm
ail.jp

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

※　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※　

携
帯
ア
ド
レ
ス
を
変
更
さ
れ

た
場
合
、
防
災
防
犯
メ
ー
ル
の

再
登
録
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

県
や
市
で
は
大
雪
の
際
、
状
況

に
応
じ
て
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す

の
で
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

・
民
家
入
口
な
ど
の
除
雪
は
、
各

個
人
で
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

・
路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の
妨

げ
に
な
り
ま
す
の
で
や
め
ま

し
ょ
う
。

・
積
雪
に
よ
り
立
木
竹
の
枝
が
通

行
の
支
障
に
な
る
場
合
は
、
断

り
な
く
伐
採
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

・
国
道
、
県
道
及
び
市
道
に
設
置

し
て
あ
る
凍
結
防
止
剤
は
、
持

ち
帰
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
県
土
整
備
事
務
所
維
持
グ

ル
ー
プ
（
平
日
・
昼
間
☎
�
５

６
８
８
・
休
日
・
夜
間
☎
�
５

７
１
３
）

本
庁
維
持
管
理
課

（
☎
�
９
６
２
１
）

各
支
所
建
設
課

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

平
成
25
年
消
防
出
初
め
式
を

開
催
し
ま
す

浜
田
市
防
災
防
犯
メ
ー
ル
の

登
録
を
お
願
い
し
ま
す

生
活
・
環
境

除
雪
時
の
お
願
い
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

受
電
設
備
点
検
な
ど
に
伴
う
庁

舎
停
電
の
た
め
、
次
の
と
お
り
証

明
書
自
動
交
付
機
が
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

停
止
日　
１
月
19
日
㈯

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
�
９
４
０
０
）

　

市
で
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
、

定
期
的
に
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替

え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
取
替
作

業
は
委
託
業
者
が
行
い
、
取
替
え

に
か
か
る
費
用
は
無
料
で
す
。
取

替
委
託
業
者
（
名
札
・
腕
章
を
着

用
）
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

１
月
の
メ
ー
タ
ー
取
替
予
定

取
替
地
区　
三
隅
町
の
一
部

取
替
委
託
業
者　
ヤ
マ
オ
カ
設
備

問
い
合
わ
せ
先

市
上
下
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

金
城
（
若
者
定
住
向
け
公
社
賃
貸

住
宅
）

受
付
期
間

　

１
月
７
日
㈪
～
18
日
㈮

募
集
住
宅　
今
福
団
地

間
取
り　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

所
在
地　
金
城
町
今
福

建
設
年
度　
平
成
13
年
度

戸
数　
１
戸

家
賃　
３
０
、
０
０
０
円

敷
金　
家
賃
の
月
額
の
３
か
月
分

入
居
時
期　
２
月

※　

書
類
審
査
後
、
募
集
住
宅
数

に
対
し
入
居
申
込
数
が
上
回
る

場
合
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

※　

入
居
要
件
や
申
込
方
法
な
ど
、

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
金
城
支
所
建
設
課

（
☎
�
１
２
３
６
）

県
営
住
宅

抽
選
日　
２
月
下
旬

入
居
時
期　
３
月
中
旬

市
営
住
宅

抽
選
日　
２
月
下
旬

入
居
時
期　
３
月
上
旬

共
通
事
項

募
集
期
間

　

１
月
21
日
㈪
～
２
月
１
日
㈮

※　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
応

募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な
い

場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で
の
間

に
入
居
の
申
込
み
を
随
時
受
け

付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

http://w
w
w
.shim

ane-jkk.jp/
chintai/ham

ada.htm
l

　

公
設
水
産
物
仲
買
売
場
の
使
用

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

階
建

※　

２
階
に
つ
い
て
は
、水
産
物
・

水
産
加
工
品
の
取
扱
業
者
以
外

で
も
使
用
可
能
で
す
。
電
気
・

水
道
の
使
用
料
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
敷
地
内
に
無
料
駐
車
場
が

あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　
希
望
す
る
人
は
、
申

込
用
紙
（
浜
田
魚
商
協
同
組
合

事
務
局
に
あ
り
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先

浜
田
魚
商
協
同
組
合
事
務
局

（
原
井
町
）

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
魚
商
協
同
組
合
事
務
局

（
☎
�
１
７
８
８
）

本
庁
水
産
課

（
☎
�
９
５
２
０
）

施
設
場
所　
原
井
町
（
浜
田
漁
港

４
号
市
場
向
か
い
）

施
設
概
要　

昭
和
55
年
３
月
建

築
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２

募集概要

募集箇所 面積 使用料
（１か月） 附属設備 使途

１階
（仲買売場）

1マス20㎡
（5m×4m） 33,000円／マス

電気・
水道設備

生鮮水産物・
冷凍水産物の
販売など

２階
（事務室）

1室42.5㎡
（5m×8.5m） 55,000円／室 事務室

※　空き室状況など、ご不明な点は、お問い合わせください。

証
明
書
自
動
交
付
機
を

一
時
停
止
し
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
の

定
期
取
替
え
を
し
ま
す

住
宅

住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

公
営
住
宅
の
募
集
期
間
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

産
業
・
地
域
活
性
化

公
設
水
産
物
仲
買
売
場
の

使
用
者
を
募
集
し
ま
す



広報はまだ：平成25年１月号　　　14

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

弥
栄
自
治
区
で
は
有
機
農
業
の

推
進
を
目
的
に
、
地
区
内
の
農

家
・
就
農
希
望
者
を
対
象
に
、
有

機
栽
培
実
践
講
座
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
一
般
の
人
に
も
有
機

農
業
を
広
く
普
及
す
る
こ
と
を
目

的
に
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
人

日
時　
１
月
26
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
市
役
所
弥
栄
支
所
２
階
会

議
室

演
題　
化
学
肥
料
や
農
薬
に
頼
ら

な
い
栽
培
技
術

講
師　
木
嶋
利
男
さ
ん
（
一
般
社

団
法
人
Ｍ
Ｏ
Ａ
自
然
農
法
文
化

事
業
団
理
事
）

定
員　
50
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
１
月
18
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
弥
栄
支
所
産
業
課

（
☎
�
２
１
１
２
）

　

就
職
の
と
き
の
面
接
に
適
し
た

メ
イ
ク
と
身
だ
し
な
み
を
学
び
ま

す
。
ま
た
、
仕
事
に
就
い
て
か

ら
、
好
感
の
持
て
る
メ
イ
キ
ャ
ッ

プ
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。

対
象　
母
子
家
庭
の
母
・
寡
婦
の

人
日
時　
１
月
26
日
㈯

　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
浜
田
公
民
館

講
師　

資
生
堂
販
売
㈱
広
島
オ

フ
ィ
ス
ス
タ
ッ
フ

定
員　
先
着
20
人

料
金　
無
料
（
化
粧
品
は
講
師
が

準
備
し
ま
す
。）

申
込
締
切
日　
１
月
18
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
書
（
本
庁
子
育

て
支
援
課
・
各
支
所
市
民
福
祉

課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電

話
で
の
申
込
み
も
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.ham

ada.
shim

ane.jp/kosodate/sien/
oya/m

eikuappu.htm
l

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
母
子
会
連
合
会

【
〒
６
９
０
‐
０
０
１
１　

松

江
市
東
津
田
町
１
７
４
１
‐
３

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
２
０
・

▢FAX
０
８
５
２
�
５
９
２
１
）】

　

平
成
25
年
度
の
物
品
・
役
務
入

札
参
加
資
格
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い
事
業
者
で
、
追
加
審
査
の
希

望
者
は
資
格
審
査
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
要
領
・
様
式
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

受
付
期
間　
２
月
１
日
㈮
～
28
日

㈭
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

※　

郵
送
の
場
合
は
２
月
28
日
㈭

の
消
印
有
効
・
宅
配
の
場
合
は

２
月
28
日
㈭
必
着
で
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
管
財
課
入
札
管
理
係

（
☎
�
９
１
４
１
）

　

次
の
期
間
、
申
告
窓
口
を
設
置

し
ま
す
。
各
自
治
区
や
出
張
申
告

会
場
の
日
程
は
、『
広
報
は
ま
だ
』

２
月
号
で
、
申
告
書
の
書
き
方
や

申
告
用
紙
の
掲
載
と
併
せ
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

申
告
の
ほ
か
に
、
税
金
の
こ
と

や
国
民
健
康
保
険
料
の
こ
と
な
ど

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
窓
口

期
間

　

２
月
８
日
㈮
～
３
月
15
日
㈮

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
ロ

ビ
ー

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　

平
成
24
年
分
の
給
与
支
払
報
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
平
成
25
年
１
月
１
日
に
浜

田
市
に
住
所
が
あ
る
人

※　

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
人

の
も
の
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法　

給
与
支
払
報
告
書

は
、
正
本
と
副
本
の
２
部
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
正
本
に
は

浜
田
市
提
出
用
の
総
括
表
と
徴

収
区
分
仕
切
紙
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
郵
送
で
の
提
出
も
受

け
付
け
ま
す
。

提
出
期
限　
１
月
31
日
㈭

※　

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は

磁
気
デ
ィ
ス
ク
や
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
で
の
提
出

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
ご
不
明

な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
２
）

　

平
成
24
年
分
所
得
税
・
平
成
25

年
度
市
民
税
県
民
税
（
個
人
住
民

税
）
か
ら
、
生
命
保
険
料
控
除
が

改
正
さ
れ
ま
す
。

介
護
医
療
保
険
料
控
除
の
新
設

　

現
行
の
生
命
保
険
料
控
除
に
加

え
、
介
護
・
医
療
保
障
を
対
象
と

し
た
「
介
護
医
療
保
険
料
控
除
」

が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
平

成
24
年
１
月
１
日
以
降
に
締
結
し

た
保
険
契
約
な
ど
に
係
る
生
命
保

険
料
控
除
に
つ
い
て
計
算
方
法
が

や
さ
か
有
機
の
学
校
公
開

講
座
を
開
催
し
ま
す

第
２
回
就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

平
成
25
年
度
物
品
・
役
務
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
（
追

加
審
査
）
を
受
け
付
け
ま
す

税
務
・
納
税

平
成
25
年
度
市
民
税
県
民
税（
兼

国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険

料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す

平
成
25
年
度
市
民
税
県
民
税

（
個
人
住
民
税
）
に
係
る

税
制
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

変
更
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
12
月
31
日
以
前
に
締

結
し
た
生
命
保
険
契
約
等
に
つ
い

て
は
、
改
正
前
の
方
法
で
計
算
し

ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
２
）

　

個
人
や
法
人
で
事
業
を
営
ん
で

い
る
人
は
、
１
月
１
日
現
在
の
事

業
用
償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
申

告
期
限
ま
で
に
申
告
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

申
告
期
限　
１
月
31
日
㈭

申
告
相
談
窓
口
の
設
置

　

次
の
期
間
、
償
却
資
産
の
申
告

相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

期
間　
１
月
28
日
㈪
～
31
日
㈭

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
ロ

ビ
ー

必
要
書
類　
申
告
書
類
一
式
・
法

人
税
又
は
所
得
税
の
確
定
申
告

関
係
書
類
・
印
鑑
（
法
人
の
場

合
は
法
人
印
）

※　

償
却
資
産
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
償
却
資
産
申
告
書
（
12
月

中
旬
送
付
済
み
）
に
同
封
し
て

い
る
「
申
告
の
手
引
き
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

償
却
資
産
の
申
告
書
が
届
い

て
い
な
い
人
、
又
は
圧
着
は
が

き
で
申
告
案
内
が
あ
っ
た
人
で

申
告
が
必
要
な
場
合
は
、
申
告

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
資
産
税
室

（
☎
�
９
２
３
３
）

所
得
税
の
確
定
申
告

申
告
会
場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

開
設
期
間

２
月
８
日
㈮
～
３
月　
15
日
㈮

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
で
の
開
設

期
間
中
は
、
税
務
署
庁
舎
に
は

申
告
会
場
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

※　

申
告
会
場
（
石
央
文
化
ホ
ー

ル
）
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
な
ど

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
告
会
場
で
は
、
現
金
納
付

の
受
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
税
務
署

（
☎
�
０
３
６
０
）

　

学
校
と
税
務
署
が
協
力
し
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用

し
て
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
体
験
が
で
き

る「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
５
日
㈫

　

午
前
の
部　

午
前
９
時
30
分
～

　

午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　
浜
田
商
業
高
等
学
校

※　

参
加
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

事
業
所
得
の
あ
る
人
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
税
務
署

（
☎
�
０
４
１
４
）

　

平
成
25
年
４
月
の
進
学
な
ど
を

希
望
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
修

学
費
用
な
ど
に
係
る
資
金
の
予
約

貸
付
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

対
象

・
児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家
庭
の

母
・
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る
寡

婦
・
父
母
の
い
な
い
児
童

※　
「
児
童
」
と
は
20
歳
に
満
た

な
い
子
を
い
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
資
金

児
童
の
進
学
な
ど
を
対
象
と
す
る

資
金
（
無
利
子
）

・
修
学
資
金（
高
等
学
校
・
大
学
・

高
等
専
門
学
校
又
は
専
修
学
校

に
就
学
す
る
た
め
の
授
業
料
や

書
籍
代
な
ど
に
必
要
な
資
金
）

・
修
業
資
金
（
就
職
す
る
た
め
に

必
要
な
知
識
技
能
を
習
得
す
る

た
め
に
必
要
な
資
金
）

・
就
学
支
度
資
金
（
就
学
・
修
業

す
る
た
め
に
必
要
な
入
学
金
や

被
服
な
ど
の
購
入
資
金
）

※　

ほ
か
の
制
度
に
よ
る
奨
学
金

の
貸
与
を
受
け
る
場
合
は
、
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦
の
知
識
技

能
習
得
を
対
象
と
す
る
資
金
（
連

帯
保
証
人
を
立
て
る
場
合
は
無
利

子
、立
て
な
い
場
合
は
年
１・５
％
）

・
技
能
習
得
資
金
（
就
職
す
る
た

め
に
必
要
な
知
識
技
能
を
習
得

す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
）

申
請
書
提
出
期
限　
２
月
28
日
㈭

※　

貸
付
け
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

平
成
25
年
度
償
却
資
産

（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

浜
田
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

年
金
所
得
者
の
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

パ
ソ
コ
ン
教
室

子
育
て

母
子
寡
婦
福
祉
資
金

（
修
学
資
金
な
ど
）
予
約
貸
付

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
及
び
放
課

後
児
童
居
場
所
は
、
小
学
校
１
年

生
か
ら
３
年
生
の
児
童
で
、
保
護

者
が
就
労
な
ど
に
よ
り
、
放
課
後

家
庭
に
い
な
い
児
童
を
対
象
に
生

活
の
場
を
提
供
し
、
遊
び
や
生
活

指
導
を
通
し
て
そ
の
児
童
の
健
全

育
成
を
図
る
も
の
で
す
。

対
象
児
童　
原
則
と
し
て
、
現
在

小
学
校
１
・
２
年
生
の
児
童
及

び
４
月
就
学
予
定
の
児
童

定
員

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

各
ク
ラ
ブ
定
員（
20
人
～
70
人
）

放
課
後
児
童
居
場
所

　

各
居
場
所
５
人
程
度

※　

定
員
を
上
回
る
申
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
、
各
ク
ラ
ブ
・

居
場
所
の
状
況
に
応
じ
て
検
討

し
ま
す
。

実
施
日
時

・
月
～
金
曜
日
（
平
常
授
業
日
）

　

放
課
後
～
午
後
６
時

・
夏
・
冬
・
春
休
み
期
間
中

　

午
前
８
時
～
午
後
６
時

・
学
校
の
振
替
休
日

　

午
前
８
時
～
午
後
６
時

・
土
曜
日

　

午
前
８
時
～
午
後
６
時

負
担
金　
児
童
１
人
あ
た
り

月
額
６
、
０
０
０
円
（
お
や
つ

代
１
、
０
０
０
円
を
含
む
。）

※　

夏
休
み
期
間
中
の
７
月
・
８

月
は
月
額
２
、
５
０
０
円
を
加

算
し
ま
す
。
土
曜
日
利
用
者
は

月
額
１
、
７
０
０
円
（
お
や
つ

代
２
０
０
円
を
含
む
。）
を
加

算
し
ま
す
。
別
途
、
傷
害
保
険

料
が
必
要
で
す
。

申
込
期
間

　

１
月
７
日
㈪
～
25
日
㈮

申
込
方
法

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

申
込
用
紙
（
本
庁
子
育
て
支
援

課
・
各
支
所
市
民
福
祉
課
・
各
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
り
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
就
労

証
明
書
を
添
え
て
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

入
会
決
定
通
知
は
、
市
か
ら

送
付
し
ま
す
。

放
課
後
児
童
居
場
所

　

有
福
保
育
園
・
波
佐
保
育
園
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

放課後児童クラブ・放課後児童居場所一覧
クラブ名 対象の小学校 提出・問い合わせ先

浜田

杉の子学級放課後児童クラブ 石見小

本庁１階子育て支援課
⑫番窓口
（☎�９３３０）

ふたば学級放課後児童クラブ 原井小
ひまわり学級放課後児童クラブ 周布小
ひまわり第２学級放課後児童クラブ 周布小(日脚町)
山ばと学級放課後児童クラブ 美川小
さくら学級放課後児童クラブ 三階小
くすのき学級放課後児童クラブ 松原小
かもめ学級放課後児童クラブ 国府小
とびうお学級放課後児童クラブ 長浜小
若潮学級放課後児童クラブ 雲雀丘小
かぜの子学級放課後児童クラブ 上府小

金城 雲城地区児童クラブ 雲城小 市金城支所市民福祉課
（☎�１２３５）今福地区児童クラブ 今福小

旭 今市児童クラブ 旭自治区内
小学校

市旭支所市民福祉課
（☎�１４３５）

弥栄 やさか児童クラブ 弥栄小 市弥栄支所市民福祉課
（☎�２６５６）

三隅 三隅小児童クラブ 三隅小 市三隅支所市民福祉課
（☎�２８０６）岡見小児童クラブ 岡見小

浜田 有福保育園（放課後児童居場所） 有福小 有福保育園（☎�８４８０）
金城 波佐保育園（放課後児童居場所) 波佐小 波佐保育園（☎�０４４９）

　

市
で
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
浜
田
自
治
区
10
か
所
、
弥
栄
自

治
区
１
か
所
）
で
小
学
校
１
年
生

か
ら
３
年
生
の
児
童
の
生
活
指
導

に
あ
た
る
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数

・
パ
ー
ト
主
任
指
導
員
10
人
程
度

・
パ
ー
ト
指
導
員　
　

25
人
程
度

・
パ
ー
ト
代
替
指
導
員
20
人
程
度

資
格
要
件

①
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

②
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校

又
は
幼
稚
園
の
教
諭
と
な
る
資

格
を
有
す
る
人

③
助
産
施
設
・
乳
児
院
・
母
子
生

活
支
援
施
設
・
保
育
所
・
児
童

厚
生
施
設
・
児
童
養
護
施
設
な

ど
に
２
年
以
上
従
事
し
た
こ
と

の
あ
る
人

④
児
童
厚
生
員
の
資
格
を
有
す
る

人

平
成
25
年
度
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
・
放
課
後
児
童
居
場
所

入
会
児
童
を
募
集
し
ま
す

平
成
25
年
度
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
指
導
員
な
ど
を
募
集

し
ま
す
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17　　　広報はまだ：平成25年１月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

コラムコラム子 育 て

⑤
児
童
の
生
活
指
導
に
熱
意
の
あ

る
人

※　

①
～
⑤
の
う
ち
、
１
つ
以
上

を
満
た
す
人

職種 勤務日数 勤務日 勤務地 勤務時間

パート主任指導員

月～土曜日のうち、
５～６日

月～金曜日 浜田自治区 13:00～18:00までの５時間程度
弥栄自治区 13:30～18:30までの５時間程度

土曜日 浜田自治区
弥栄自治区  8:00～18:00までの５時間程度

パート指導員
月～金曜日 浜田自治区 13:00～18:00までの４～５時間程度

弥栄自治区 13:30～18:30までの３～５時間程度

土曜日 浜田自治区
弥栄自治区  8:00～18:00までの５時間程度

パート代替指導員 月～土曜日のうち、
勤務可能な日

月～金曜日 浜田自治区 13:00～18:00までの４～５時間程度
土曜日  8:00～18:00までの５時間程度

※　夏・冬・春休みと学校の振替休日は、8:00～18:00までの５時間程度

雇
用
期
間

　

４
月
～
平
成
26
年
３
月

勤
務
日　
月
～
土
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
。）

申
込
締
切
日　
１
月
31
日
㈭

申
込
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
を

貼
布
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

選
考
方
法　
面
接
・
書
類
に
よ
る

選
考

※　

雇
用
条
件
な
ど
、
ご
不
明
な

点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
�
９
３
３
０
）

市
弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
２
６
５
６
）

※　次回２月号は、『健康』についてのコラムを掲載します。

　インフルエンザが、流行しやすい時期がやっ
てきました。インフルエンザをただのかぜと思
い込んでいませんか。
　インフルエンザは、症状が重く感染力も強力
です。ただのかぜとは症状、治療ともに異なり
ます。
　かぜは、主な症状がのどや鼻にでるのに対し、
症状が全身に及ぶのがインフルエンザの特徴で
す。多くは38度以上の発熱に、頭痛や関節痛な
どの全身症状が１週間程度続きます。
　感染経路は、ウイルスがせきやくしゃみの中
に潜んで飛んでいく飛沫感染と接触感染です。
１～２ｍほど届くくしゃみの威力を借りて、短
い間に急速に流行するインフルエンザは、うつ
りやすく、広がりやすい感染症です。
　感染を拡大させないためにもマスクを着用し、
他人にうつさない「せきエチケット」が大切で
す。外出時にはマスクを着用し、うがい、手洗
いを心掛けましょう。
　また、ふだんからの健康管理も大切です。十
分に休養をとり、食事はバランスよくしっかり
食べ、抵抗力を高めましょう。

せきエチケットとは？

　せきやくしゃみをするときに、ほかの人に感
染させないためのマナーです。
　病原体を含んだ飛沫によって周りの人に感染
させないよう「せきエチケット」を徹底しましょ
う。
○せきやくしゃみをするときは周囲の人から顔

をそらせ、ティッシュなどで口と鼻を覆いま
しょう。

○せきやくしゃみが出ている間は、マスクを着
用しましょう。

（弥栄支所市民福祉課）

インフルエンザの予防対策



広報はまだ：平成25年１月号　　　18

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
自
治
区
に
住
所
が
あ

る
１
歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園
（
所
）・
幼
稚
園
で

実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
７
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
30
分
～
２
時

　
　
　

②
午
後
２
時
～
２
時
30
分

※　

①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日

　

１
月
24
日
㈭　

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
相

談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　
「
脳
卒
中
を
予
防
し
よ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
地
区
健
康
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

①
大
麻
地
区
健
康
教
室

日
時　
１
月
８
日
㈫

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

場
所　
大
麻
公
民
館

申
込
締
切
日　
１
月
４
日
㈮

②
美
川
地
区
健
康
教
室

日
時　
１
月
22
日
㈫

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

場
所　
美
川
公
民
館

申
込
締
切
日　
１
月
15
日
㈫

①
・
②
共
通

内
容

⑴　

健
康
チ
ェ
ッ
ク（
血
圧
測
定
・

体
組
成
計
で
体
脂
肪
や
内
臓
脂

肪
・
体
内
年
齢
を
測
定
）

⑵　

脳
卒
中
に
な
ら
な
い
た
め
に

（
講
話
）

⑶　

減
塩
食
の
調
理
実
習
～
減
塩

の
㊙
テ
ク
ニ
ッ
ク
！

⑷　

家
庭
の
み
そ
汁
の
塩
分
測
定

（
希
望
者
の
み
）

参
加
費　
２
０
０
円
（
材
料
代
）

※　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
健
康

手
帳
・
家
庭
の
み
そ
汁
（
希
望

者
の
み
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

８
０
２
０
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　

平
成
24
年
度
「
８
０
２
０
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、

次
の
と
お
り
表
彰
が
あ
り
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
歯
を
大
切
に
し
、
80

歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本

以
上
保
つ
こ
と
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

優
秀
賞
・
８
０
２
０
財
団
理
事
長

賞
　

杉
山　

英
雄
さ
ん
（
三
隅
町
）

優
良
賞

　

大
賀　

初
義
さ
ん
（
旭
町
）

　

大
野
ユ
ク
エ
さ
ん
（
長
沢
町
）

　

児
玉　

尚
子
さ
ん
（
相
生
町
）

歯
周
病
は
生
活
習
慣
病
で
す
！

　

歯
周
病
は
無
痛
性
の
生
活
習
慣

病
で
す
。
近
年
、
歯
周
病
は
口
の

中
だ
け
で
は
な
く
、
糖
尿
病
や
心

臓
病
な
ど
全
身
の
病
気
に
も
影
響

す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
が
歯
を
失
う
一
番
の
原

因
は
歯
周
病
で
す
。
知
ら
な
い
う

ち
に
進
行
し
、
気
付
い
た
と
き
は

手
遅
れ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
垢
の
た
ま

り
や
す
い
歯
と
歯
茎
の
境
目
や
、

歯
と
歯
の
間
を
歯
ブ
ラ
シ
や
歯
間

ブ
ラ
シ
を
利
用
し
て
、
１
日
１
回

は
時
間
を
掛
け
て
丁
寧
に
磨
き
ま

し
ょ
う
。

　

い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
て
、

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
、
い
き

い
き
と
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
０
）

子宮頸がん検診　　対象　20歳～49歳の女性
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピロー
マウイルス）検査を無料で受けることができます。

【医療機関で受診する場合】
対象　20歳～49歳の女性
実施期間　２月28日㈭まで
受託医療機関　産婦人科江木医院（☎�１１８１）
　　　　　　　中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。
時間外診療
　産婦人科江木医院　１月25日㈮　17:00～19:00
　中山産婦人科医院　１月７日㈪　17:00～18:30
※　前日までに予約が必要です。

問い合わせ先　本庁地域医療対策課健康推進係
　　　　　　　　（☎�９３１１）
　　　　　　　各支所市民福祉課

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を

実
施
し
ま
す

健
康
・
福
祉

健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す

い
つ
ま
で
も
健
康
な
歯
を

保
ち
ま
し
ょ
う

１月各種がん検診の日程
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

精
神
又
は
身
体
（
内
科
的
疾
患

を
含
む
。）
に
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

※　

児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る
場
合
や
、
障
が
い
を
理
由
と

し
て
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
は
、
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
児
童

・
目
や
耳
な
ど
身
体
の
不
自
由
な

児
童

・
日
常
生
活
を
制
限
さ
れ
る
程
度

の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
児
童

・
知
的
発
達
に
障
が
い
の
あ
る
児

童
手
当
額

重
度
（
１
級
）
障
が
い

月
額
５
０
、
４
０
０
円

中
度
（
２
級
）
障
が
い

月
額
３
３
、
５
７
０
円

注
意
事
項

※　

所
得
が
一
定
の
所
得
制
限
額

を
超
え
て
い
る
場
合
に
は
、
手

当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

※　

障
が
い
別
に
、
診
断
書
な
ど

（
本
庁
高
齢
障
が
い
課
及
び
各

支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
。）
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課

（
☎
�
９
３
２
２
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

特
別
障
害
者
手
当

　

満
20
歳
以
上
の
在
宅
生
活
を
し

て
い
る
人
で
、
身
体
又
は
精
神
に

著
し
い
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ

る
の
が
特
別
障
害
者
手
当
で
す
。

※　

施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

や
、
病
院
に
継
続
し
て
３
か
月

以
上
入
院
し
て
い
る
場
合
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
当
額　
月
額
２
６
、
２
６
０
円

※　

本
人
、
配
偶
者
又
は
扶
養
義

務
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
上
の
場
合
は
、
支
給
が
停
止

さ
れ
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

　

満
20
歳
未
満
の
人
で
、
身
体
又

は
精
神
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ
る
の

が
障
害
児
福
祉
手
当
で
す
。

※　

施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
当
額　
月
額
１
４
、
２
８
０
円

※　

本
人
、
扶
養
義
務
者
の
前
年

の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合

は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

共
通
事
項

支
給
月

　

２
月
・
５
月
・
８
月
・
11
月

※　

前
月
分
ま
で
の
手
当
を
支
給

し
ま
す
。

※　

重
度
障
が
い
の
程
度
が
、
特

別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉

手
当
の
対
象
に
な
る
か
の
判
断

は
、
医
師
の
診
断
書
を
基
に
判

定
を
行
い
ま
す
の
で
、
非
該
当

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

障
が
い
の
程
度
・
所
得
制
限
・

手
続
の
方
法
な
ど
、
ご
不
明
な

点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課

（
☎
�
９
３
２
２
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を

十
分
に
発
揮
し
て
地
域
で
い
き
い

き
と
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性

フ
ァ
ン
ド
」
を
設
立
し
、
女
性
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
団
体
な
ど

に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
団
体　
県
内
の
女
性
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
民
間
団
体
・

グ
ル
ー
プ
（
構
成
員
は
お
お
む

ね
10
人
以
上
で
、
そ
の
半
数
以

上
が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
目
安

と
な
り
ま
す
。）

対
象
事
業　
４
月
１
日
㈪
～
平
成

26
年
３
月
31
日
㈪
に
実
施
す
る

次
の
事
業

⑴　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

⑵　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

⑶　

次
代
を
担
う
人
づ
く
り

⑷　

水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

助
成
金
額　
１
件
あ
た
り
１
万
円

～
50
万
円

募
集
締
切
日　
１
月
15
日
㈫
（
当

日
消
印
有
効
）

申
込
方
法　
申
請
用
紙
（
本
庁
人

権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
及

び
各
支
所
自
治
振
興
課
に
あ
り

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

助
成
決
定　
３
月
下
旬

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

㈶
し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー
内

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン

ド
事
務
局
（
☎
０
８
５
４
�
５

５
１
４
・
▢FAX
０
８
５
４
�
５
５

８
９
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
を

ご
存
知
で
す
か
？

特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

人
権

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

女
性
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
団
体
な
ど
に
助
成
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

優
れ
た
素
質
と
向
学
心
を
持
ち

な
が
ら
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

修
学
が
困
難
な
生
徒
又
は
学
生
に

対
し
、
修
学
支
援
の
た
め
の
奨
学

金
を
貸
与
し
ま
す
。
ほ
か
の
奨
学

金
と
の
併
用
も
可
能
で
す
。

対
象

・
保
護
者
が
浜
田
市
に
住
所
を
有

す
る
人

・
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校（
後

期
課
程
に
限
る
。）・
高
等
専
門

学
校
・
大
学
、
短
期
大
学
・
専

修
学
校
（
専
門
課
程
に
限
る
。）

に
進
学
予
定
の
人

・
向
学
心
が
あ
り
な
が
ら
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な

人

・
人
物
が
良
好
で
学
業
成
績
が
優

秀
な
人

貸
与
額　
年
２
回
、
４
月
（
初
年

度
は
７
月
）
と
10
月
に
半
年
分

ず
つ
貸
与
し
ま
す
。

高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後

期
課
程
）
及
び
高
等
専
門
学
校

月
額
１
０
、
０
０
０
円

大
学
・
短
期
大
学
及
び
専
修
学
校

（
専
門
課
程
）

月
額
３
０
、
０
０
０
円

返
還
期
間　
卒
業
の
翌
月
か
ら
２

年
を
経
過
し
た
後
、
次
の
期
間

内
に
返
還
し
て
も
ら
い
ま
す
。

高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後

期
課
程
）
及
び
高
等
専
門
学
校６

年

大
学
・
短
期
大
学
及
び
専
修
学
校

（
専
門
課
程
）　
　
　
　
　

12
年

※　

卒
業
後
一
定
期
間
、
浜
田
市

に
在
住
し
、
就
労
す
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
一
部
返
還
が
免
除
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間　
１
月
10
日
㈭
～
３
月

29
日
㈮
ま
で

申
込
方
法　
募
集
要
項
と
申
請
書

は
、
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
の

中
学
校
及
び
高
等
学
校
・
本
庁

教
育
総
務
課
・
各
支
所
教
育
委

員
会
分
室
に
あ
り
ま
す
。
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

必
要
書
類
を
添
え
て
募
集
要
項

に
あ
る
提
出
先
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

保
護
者
の
経
済
状
況
の
急
激

な
変
化
に
よ
り
修
学
が
困
難
に

な
っ
た
人
を
対
象
と
す
る
浜
田

市
緊
急
奨
学
金
貸
与
者
は
、
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
教
育
総
務
課

（
☎
�
９
７
０
０
）

ロ
シ
ア
文
化
講
座

　

日
本
海
対
岸
の
国
、
ロ
シ
ア
の

料
理
や
生
活
文
化
に
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
？

  

県
国
際
交
流
員
や
浜
田
市
在
住

の
人
を
講
師
に
迎
え
、
よ
り
身
近

に
ロ
シ
ア
の
料
理
や
暮
ら
し
の
こ

と
を
学
び
な
が
ら
楽
し
く
交
流
し

ま
し
ょ
う
。

日
時　
１
月
19
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
定
員
20
人

参
加
費　
５
０
０
円（
会
員
無
料
）

申
込
締
切
日　
１
月
16
日
㈬

　

も
っ
と
英
会
話
を
楽
し
み
た
い

と
い
う
人
、
今
ま
で
中
級
英
会
話

教
室
に
参
加
し
た
こ
と
の
あ
る
人
、

市
国
際
交
流
員
の
ド
ナ
ル
ド
さ
ん

と
様
々
な
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
ょ

う
！

対
象　
高
校
生
以
上

日
時

昼
の
部　
１
月
16
日
㈬
・
30
日
㈬
・

２
月
６
日
㈬
・
13
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

夜
の
部　
１
月
16
日
㈬
・
30
日
㈬
・

２
月
13
日
㈬
・
27
日
㈬
・
３
月

６
日
㈬
・
13
日
㈬

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所　
石
見
公
民
館

定
員　
各
15
人

参
加
費　
無
料

申
込
締
切
日　
１
月
11
日
㈮

中
国
語
講
座
２
～
入
門
～

　

市
国
際
交
流
員
の
劉

り
ゅ
う

悦え
つ

さ
ん
と

基
礎
か
ら
簡
単
な
会
話
ま
で
一
緒

に
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
？
基
礎

を
繰
り
返
し
、
発
音
・
音
調
・
文

法
の
習
得
を
し
て
中
国
語
で
の
会

話
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
１
月
17
日
㈭
・
24
日
㈭
・

31
日
㈭
・
２
月
７
日
㈭
・
14
日

㈭
・
21
日
㈭
・
28
日
㈭

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所　
浜
田
公
民
館

定
員　
15
人

参
加
費　
１
、
４
０
０
円

（
会
員
７
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
１
月
11
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

森
川

さ
ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

平
成
25
年
度
浜
田
市
奨
学
金

貸
与
者
の
募
集
を
し
ま
す

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

Let

’s S
peak English!2

（
中
級
英
会
話
）
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恒
例
の
旭
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

１
５
４
人
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た

屋内では、公民館活動の展示などがありました

三隅出身のキックボクシング世界チャン
ピオン寺戸伸近選手（写真中央）が会場
に来てくれました

　当日は、朝から雨が降っていましたが、天気の回復とと
もに人の出足もよくなり、自治区内外から約4,000人の来場
者がありました。
　会場は、21団体の展示・15団体のバザーなどが出展され
にぎわいを見せていました。

祭りのフィナーレを飾る餅まき

矯正展では、クイズ大会が行われ、豪華商品を
目指し盛り上がりました

　みすみフェスティバルでは、ダンスや石見神楽の上演・公
民館活動の展示など様々な催しが行われ、2日間で約9,000
人が来場し、祭りを楽しみました。

農
産
物
の
品
評
会
・
即
売

会
に
は
、
今
年
も
立
派
な

野
菜
が
出
展
さ
れ
ま
し
た

三隅小学校児童による鼓笛隊パレード

会場は多くの人でにぎわいました

オープニングは、みすみ太鼓で景気付け！

まちのわだい♥Town Topics

あさひ
11月11日㈰

旭ふる里まつり2012
（市旭支所周辺ほか）

みすみ
11月10日㈯・11日㈰

みすみフェスティバル
（三隅中央公園）

大
盛
況
の
秋
季
イ
ベ
ン
ト

（
あ
さ
ひ
・
み
す
み
編
）

大
盛
況
の
秋
季
イ
ベ
ン
ト

（
あ
さ
ひ
・
み
す
み
編
）
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最後の力を振り絞りゴールする大石祐己さん（浜田）

　11月25日㈰、「えびす講まつり」が市役所三隅支所周辺を会
場に行われました。
　このまつりは、地域の活性化を目的に、三隅市街地にある商
店で組織する三隅商店会が中心となって、毎年開催しています。
　当日は、晴天に恵まれ、特設ステージでは、岡見神

し ん

遊
ゆ う

座
ざ

によ
る石見神楽の上演や島根県立大学生の「よさこい橙

と う

蘭
ら ん

」・演舞・
地元のアマチュアバンド「さくらバンド」の演奏があり、会場
を盛り上げました。また、景品付きの餅まきやガラポン抽選会・
ビンゴゲームが行われ、約500人の来場者でにぎわいました。 「さくらバンド」によるライブ演奏

　12月２日㈰、「金城マイペース健康マラソン・駅伝競走大会」
がふれあいジム・かなぎを発着点に開催されました。
　金城の冬の到来を告げるこの催しに、今年は、1.7㎞から4.5
㎞のマラソン７部門に102人、５人でタスキをつなぐ駅伝に11
チームの計157人が参加。中には、仮装をして参加する選手も
おり、大会を盛り上げました。
　また、大会終了後には、食生活改善推進協議会金城支部の皆
さんが用意した減塩豚汁が振る舞われ、選手たちはおいしい豚
汁で、疲れた体を癒しました。戦隊ヒーローも大活躍。大会を盛り上げました！

　11月23日㈷、「第51回農林水産祭」が明治神宮会館（東京都
渋谷区）で行われ、弥栄町で米や大豆の有機栽培・味噌作りな
どを行っている「㈲やさか共同農場」（佐藤隆代表）が、日本
農林漁業振興会会長賞を受賞されました。今回の受賞は、味噌
加工を通じた地域活性化や農場による地域の魅力作りなどの地
域に密着した取組が評価されたものです。
　また、やさか共同農場は、７月に開催された全国農業コンクー
ル全国大会でも、グランプリを受賞されています。今後もやさ
か共同農場による地域農業活性化への取組が期待されます。受賞された「㈲やさか共同農場」の佐藤さんご夫妻

　12月９日㈰、浜田－益田間駅伝競走大会（しおかぜ駅伝）が
行われました。石見の冬の風物詩となったこの大会に、島根県
内から40チームが出場。厳しい寒さのなか、浜田市の各自治区
の選手たちは、力走を見せ、タスキをつなぎました。
　浜田市のチームの成績は次のとおりです。
チーム　浜田　第４位　　金城　第13位　　三隅　第21位
　　　　弥栄　第26位　　旭　第34位
個人　　菅原貴行さん（浜田）第８区区間賞
　　　　金高　司さん（弥栄）敢闘賞（中学男子）

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

かなぎ

みすみ

ふるさとの誇りをタスキに託す
～ 第21回浜田－益田間駅伝競走大会（しおかぜ駅伝） ～

寒さに負けず力走！
～ 第27回金城マイペース健康マラソン・駅伝競走大会 ～

商店会 大いに盛り上がる！
～ えびす講まつり ～

地域農業を活性化
～ 日本農林漁業振興会会長賞を受賞 ～
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　11月20日㈫、雲城小学校の１年生15人が、家族や地域の人た
ちへ感謝の気持ちを込めたメッセージをヒノキの板へ書き込み
ました。児童たちは「通学の見守りをしてくれてありがとう」「お
いしいご飯を作ってくれてありがとう」などの感謝の言葉に、
かわいらしいイラストを添えて熱心に作成していました。また、
メッセージの書き込みは、地域の人たちも行い、約100枚が完
成しました。この板は、勤労感謝の日に合わせ、11月23日㈷か
ら25日㈰の３日間に湯屋温泉・子安華湯館の湯船に浮かべられ、
温泉利用者は、メッセージを読みながら身も心も温まりました。感謝の気持ちを込めて書き込みました

　11月18日㈰、「晩秋の市木を歩こう会」が旭町市木で開催さ
れました。これは、地域の交流と健康作りを目的に市木地区ま
ちづくり推進委員会が企画。この日、地区内外から約70人が参
加しました。
　参加者は、天狗石農村交流センターを発着点とした３㎞と６
㎞の２コースに分かれ、落ち葉の舞う市木路を散策し、心地よ
い汗を流しました。ゴールでは、地元婦人会サークル「ほたるっ
娘」による、おにぎりと地元の野菜が入ったけんちん汁が振る
舞われ、参加者は、温かい汁を受け取り、舌鼓を打っていました。

　11月18日㈰、近畿弥栄会の総会が大阪弥生会館（大阪市中央
区）で行われました。
　この日は、近畿地方に在住する弥栄出身者約80人が参加。総
会で事業報告などを行ったあと、懇親会が行われ、同郷者が１
年に１度集まるということで、終始にぎやかな雰囲気に包まれ
ました。会場では、安城神楽社中による「黒塚」「恵比須」「大
蛇」の神楽上演があり、会員の中には、神楽を楽しみにしてい
る人も多く、一層盛り上がりました。また、特産品の販売会も
行われ、会員は多くの弥栄産品を購入していました。

ポールを手に散策を楽しむ参加者

間近で見る神楽に大興奮でした

　11月17日㈯・18日㈰、「田舎へ泊まろう！！」と題した田舎体
験民泊ツアーが開催されました。
　これは、縁の里まちづくり委員会が企画したもので、広島市
内などから32人が参加しました。「体験」をテーマにした今回
のツアーでは、椎茸の駒打ち作業に挑戦。用意された120本の
原木にドリルで穴を等間隔に開けていき、一つ一つ丁寧に種菌
を植え付けていきました。
　参加者は「初めての体験でしたが、上手にできました」と話
し、金城の秋を満喫していました。 手際良く穴を開けていく参加者

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

かなぎ

やさか

かなぎ

あさひ

感謝の気持ちを伝えたい
～ 湯

ゆ

屋
や

温
お ん

泉
せ ん

子
こ

安
や す

華
は な

湯
ゆ

館
か ん

 感謝の「ヒノキ風呂」 ～

山里で散策を楽しむ
～ 晩秋の市木を歩こう会 ～

田舎へ泊まろう!!
～ 縁

えにし

の里まちづくり委員会 民泊ツアー ～

深めよう同郷の絆
～ 第11回近畿弥栄会 総会 ～
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みすみ

　11月11日㈰、「地食甲子園inはまだ」が原井小学校で行われ
ました。これは、高校生が地元の食材を使った創作料理を発表
し、その料理を商品開発につなげていくことを目的に開催。市
内３校のほか、県内外から５校が参加し発表しました。ブリ肉
のソーセージを使った「ブリドック」を出品した浜田水産高校
が準グランプリを受賞し、浜田高校は「シシ肉入りうずめ飯」、
浜田商業高校は「熟柿パフェ」を出品して特別賞を受賞しまし
た。試食会では、市民や事業者が各校の料理を食べ比べ、高校
生たちの柔軟な発想で作られた料理に、感心した様子でした。「シシ肉入りうずめ飯」を調理する浜田高校の生徒

　11月３日㈯、「アクアみすみ水泳記録会」がアクアみすみで
開催されました。
　この記録会は、ラ・ぺアーレ浜田と合同で開催しており、各
施設の利用者77人が日頃の練習の成果を発揮し、力泳を披露し
ました。毎年恒例のお楽しみタイムでは、参加者４チームとア
クアみすみのスタッフチームによる選抜100ｍリレー対決が行
われ、会場は盛り上がりました。
　また、記録会の特別賞である「応援・泳ぎ・笑顔が輝く、き
らめき賞」が、参加者10人に贈られました。

　11月10日㈯、「人権・同和教育講演会」が和田小学校で開催
されました。
　当日は、地元住民約50人が参加。ＦＭラジオ「おがっちのレ
トロ本舗」でおなじみの「安来のおじ・おがっち」を講師に招
いて行われ、歌を交えながら「人との出逢いを大切にすれば幸
せになれる」と自分の経験をユーモアたっぷりに話されました。
　会場は、終始和やかな雰囲気に包まれ、参加者はコミュニケー
ションについて考えさせられるひと時となりました。　

賞を授与される参加者

　11月８日㈭、安城保育園の芋ほり体験が弥栄町長安本郷で行
われました。毎年、保育園前の畑で芋堀りを行っていましたが、
今年は周辺道路の工事のため、畑が使えず芋掘りが行えなかっ
たところ、地元で朝市などを行っている「美里グループ」と「河
野農園」の協力で、芋畑を借りて例年どおり芋掘り体験を行う
ことができました。
　園児たちは、一生懸命に芋を掘り、たくさん収穫しました。
　体験終了後は、芋畑の提供や芋掘りの指導でお世話になった
皆さんに感謝の気持ちを込めたメダルをプレゼントしました。お礼に感謝のメダルを贈りました

会場を魅了する「安来のおじ・おがっち」の歌声

♥Town Topicsまちのわだい

はまだ

あさひ

やさか

地元食材を使った料理で交流
～ 第１回地食甲子園inはまだ ～

歌と笑いで人とのつながりを学ぶ
～ 和田小学校 人権・同和教育講演会 ～

地域の協力で今年も芋掘りできたよ
～ 安城保育園の芋掘り体験 ～

日頃の練習の成果を披露
～ 第６回アクアみすみ水泳記録会 ～

みすみ
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

県
立
大
学
は
、
２
０
０
０
年
の
開

学
以
来
、
13
年
目
に
入
り
、
こ
の
間
、

２
０
０
７
年
の
浜
田
・
出
雲
・
松
江

の
３
キ
ャ
ン
パ
ス
の
経
営
統
合
・
法

人
化
を
経
て
、
地
域
に
無
く
て
は
な

ら
な
い
高
等
教
育
研
究
機
関
と
し
て

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
本
年
は
、
本

学
の
第
１
期
中
期
目
標
期
間
最
終
年

で
あ
り
、
６
年
間
の
業
務
実
績
を
総

括
す
る
と
と
も
に
、
次
年
度
以
降
の

新
た
な
第
２
期
中
期
目
標
期
間
に
向

け
て
、
一
層
の
発
展
を
期
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
本
年
は
、

２
０
０
９
年
10
月
の
事
件
で
犠
牲
と

な
ら
れ
た
本
学
学
生
の
平
岡
都
さ
ん

が
、
本
来
で
あ
れ
ば
卒
業
す
べ
き
年

で
も
あ
り
ま
す
。
大
学
と
し
て
は
、

同
級
生
の
卒
業
に
合
わ
せ
て
、
故
平

岡
都
さ
ん
に
「
在
学
証
書
」
を
発
行

す
る
考
え
で
い
ま
す
。

　

本
学
は
「
島
根
県
立
大
学
憲
章
」

に
定
め
て
い
る
よ
う
に
、「
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
、地
域
と
協
働
し
、

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
大
学
」「
北
東

ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
社
会

の
発
展
に
寄
与
す
る
大
学
」
の
実
現

を
目
指
し
、
学
生
・
教
職
員
、
一
丸

と
な
っ
て
ま
い
進
す
る
所
存
で
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
立
大
学
で
は
、毎
年
大
学
祭「
海

遊
祭
」
で
優
秀
な
展
示
・
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
行
っ
た
学
生
団
体
を
表
彰

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
最
優
秀
団
体
は
、
２
団
体

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

サ
ー
ク
ル
部
門
で
は
、「
橙と

う

蘭ら
ん

」。

学
生
・
一
般
の
人
た
ち
を
問
わ
ず
来

場
者
が
目
を
見
張
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
工
夫
さ
れ
た
衣
装
と
踊
り
が

マ
ッ
チ
し
て
い
た
点
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　

学
術
部
門
で
は
、「
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ 

Ｅ
ｎ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ　

Ｈ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ 

島
根
」。
日
頃
の
活
動
実
績
の
紹
介

に
加
え
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
な
ど
の

展
示
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
８
団
体
が
優
秀
団
体

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

○
環
境
倶
楽
部
「
し
ま
え
っ
こ
」

○
川
中
ゼ
ミ

○
大
道
芸
部

○
地
域
密
着
て
ご
ね
っ
と

○
吹
奏
楽
部

○
軽
音
楽
部

○
ダ
ン
ス
部

○
華
道
部

表彰を受けた優秀団体の皆さん

　

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
図
書
館
部
分
を
開
放
し

て
い
ま
す
。

利
用
可
能
な
日
時

　

平
日　
　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

　

土
・
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※　

た
だ
し
試
験
期
間
（
平
成
24
年

度
秋
季
は
、
１
月
15
日
㈫
か
ら
２

月
12
日
㈫
の
予
定
）
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

※　

夏
・
冬
・
春
季
休
業
時
は
、
利

用
可
能
日
時
を
変
更
し
ま
す
。

休
館
日

祝
日
・
月
末
日
・
年
末
年
始
・
臨

時
休
館
日
・
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

保
守
点
検
期
間
（
次
回
、
３
月
20

日
㈬
～
４
月
上
旬
頃
の
予
定
）

利
用
で
き
る
人

満
18
歳
以
上
の
人
（
高
校
生
は
除

き
ま
す
。）

利
用
の
手
続
方
法

カ
ウ
ン
タ
ー
に
、身
分
証
明
書（
免

許
証
な
ど
年
齢
の
確
認
で
き
る
も

の
）
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

　

館
内
閲
覧
・
資
料
の
複
写
・
貸
出
し

貸
出
冊
数　
１
人
３
冊
ま
で

貸
出
期
間　
２
週
間

※　

英
語
多
読
用
図
書
は
１
週
間

※　

貸
出
更
新
（
延
長
）
は
で
き
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
―

（
☎
�
２
２
０
４
）

　

県
立
大
学
で
は
、
学
生
た
ち
が
総

合
政
策
学
と
し
て
多
岐
に
わ
た
る
科

目
を
学
ぶ
中
で
、
自
己
の
新
た
な
価

値
観
の
醸
成
と
自
立
心
を
培
う
た

め
、
卒
業
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
学
生
た
ち
の
学
修
の
成

果
を
学
内
外
に
発
表
す
る
た
め
、「
優

秀
卒
業
研
究
発
表
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
23
日
㈬

　

午
前
10
時
45
分
～
午
後
０
時
30
分

会
場　
大
講
義
室
２

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先　
交
流
研
究
課

（
☎
�
２
２
０
１
）
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vol.111
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

図
書
館
が
利
用
で
き
ま
す

平
成
24
年
度
優
秀
卒
業
研
究

発
表
会
の
ご
案
内

新
年
の
あ
い
さ
つ

島
根
県
立
大
学
長　
本
田
雄
一

海
遊
祭
優
秀
団
体
の
表
彰
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吉村和起「樹とカラスとインコ」
（2011年）

【
本
館
】
石
本
正　
画
業
の
変
遷

　

本
館
で
は
、「
石
本
正　

画
業
の

変
遷
」
を
開
催
中
で
す
。
本
展
で

は
、
日
本
画
家
・
石
本
正
（
三
隅
町

出
身
）
の
、
年
代
に
よ
っ
て
少
し
ず

つ
変
わ
っ
て
い
く
画
業
の
変
遷
を
改

め
て
検
証
し
、
画
家
が
絵
に
込
め
た

思
い
を
ひ
も
と
き
ま
す
。

会
期　
３
月
20
日
㈷
ま
で

【
新
館
】
第
３
回
石
州
和
紙
に
描
い

た
日
本
画
展

　

石
本
正
は
、
２
０
０
０
年
以
降
、

石
州
和
紙
職
人
が
漉す

く
「
石
正
紙
」

に
作
品
制
作
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ

の
石
本
が
推
薦
し
た
画
家
を
中
心

に
、
年
齢
や
経
歴
を
問
わ
ず
、
素
晴

ら
し
い
作
品
を
生
み
出
す
25
人
の
現

代
日
本
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
新

作
を
展
示
し
ま
す
。

会
期　
１
月
２
日
㈬
～
３
月
20
日
㈷

料
金　

　

一
般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

毎
月
第
３
日
曜
日
（
し
ま
ね
家

　

庭
の
日
）
は
、
家
族
連
れ
の
入
場

者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は
無
料

で
す
。

　たこ上げやこままわし・羽子板・福わらい…。お正月にして
いた昔ながらの遊びを、美術館で思い切りやってみませんか？
子どもも大人も大歓迎です。新しい年を、みんなで笑顔で過ご
しましょう。
日時　１月５日㈯　午後１時～３時　
料金　無料

《本館展示室》

石本正　画業の変遷
　　３月20日㈷まで

《新館展示室》

第３回石州和紙に描いた日本画展
　　１月２日㈬～３月20日㈷

《ギャラリー展示》

描
ゑ が く れ ん

楽連展～人物を描く～
　　１月２日㈬～11日㈮
室谷棚田の四季写真展
　　１月12日㈯～25日㈮　
※　表彰式　１月12日㈯　午後１時～

《イベント情報》

昔ながらのお正月の遊びをしよう
　　１月５日㈯　午後１時～３時　
古布で布ぞうりをつくろう
　　１月20日㈰　午後１時～４時

　人気の「布ぞうり」。古布が有効活用できるし、履けば気持
ちいいし、洗えるし、床掃除もできちゃう、といいことずくめ
です。自分で作ったオリジナルの布ぞうりで、毎日気持ちよく
過ごしましょう！
日時　１月20日㈰　午後１時～４時
材料費　500円
※　布を持参した場合は、100円

問い合わせ先　
　石正美術館（☎�４３８８）

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

企
画
展
の
お
知
ら
せ

◎古布で布ぞうりをつくろう

◎昔ながらのお正月の遊びをしよう
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現
在
、
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
開

催
中
の
『
お
も
し
ろ
木
の
お
も
ち
ゃ

展
～
松
島
洋
一
＆
お
も
ち
ゃ
デ
ザ
イ

ナ
ー
６
人
～
』
は
、
ぬ
く
も
り
の
あ

る
木
の
造
形
作
品
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
展
覧
会
で
す
。“
こ
ろ
が
す
”

“
ま
わ
す
”“
た
た
く
”“
飛
ば
す
”

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
変
化
す
る

木
の
お
も
ち
ゃ
。
実
際
に
触
っ
て
体

験
し
て
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

会
期　
１
月
14
日
㈷
ま
で

■
新
春
！
石
見
神
楽
上
演

　

家
族
そ
ろ
っ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

◎
１
月
２
日
㈬

●
出
演
団
体　
美
川
西
神
楽
保
存
会

●
時
間　
午
後
２
時
～
４
時

●
場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
料
金　
無
料

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時

30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
木
の
カ
レ
ン
ダ
ー
》

　

木
の
キ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
て
サ
イ
コ

ロ
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う
！

◎
１
月
２
日
㈬
～
４
日
㈮

●
参
加
費　
１
人
４
０
０
円

《
羽
子
板
づ
く
り
》

　

お
正
月
の
遊
び
道
具
・
羽
子
板
を

作
ろ
う
。木
を
使
っ
た
羽
子
板
だ
よ
。

◎
１
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

　

美
術
の
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
が

参
加
す
る
児
童
美
術
の
祭
典
「
浜
田

こ
ど
も
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
」
が
、

１
月
19
日
㈯
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

本
展
は
、
無
審
査
無
賞
の
展
覧
会

で
、
今
年
も
、
浜
田
市
は
も
と
よ
り
、

世
界
各
国
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
元

気
い
っ
ぱ
い
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
昨
年
の
秋

に
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
指
導

者
を
招
い
て
実
施
し
た
国
際
交
流

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
作
品
も
登
場
し

ま
す
。

　

ま
た
、
出
品
作
品
を
ヒ
ン
ト
に
し

た
創
作
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
、
一
番
気

に
入
っ
た
作
品
の
作
者
に
手
紙
を
書

く
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
子
ど
も
た
ち

の
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
作
品
の
数
々
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
１
月
19
日
㈯
～
２
月
17
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
木
の
バ
ラ
バ
ラ
パ
ズ
ル
》

　

木
の
板
に
お
絵
描
き
を
し
て
、
バ

ラ
バ
ラ
に
切
っ
た
ら
、
す
て
き
な
パ

ズ
ル
の
出
来
上
が
り
！

◎
１
月
12
日
㈯
～
14
日
㈷

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
マ
ジ
シ
ャ
ン
に
な
ろ
う
！
》

　

ア
ッ
！
と
驚
く
マ
ジ
ッ
ク
の
小
道

具
を
作
る
よ
。

◎
１
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

●
講
師　
梶
目
喜
美
江
さ
ん

《
ス
ポ
ン
ジ
は
ん
こ
》

　

か
わ
い
い
は
ん
こ
を
作
っ
た
ら
、

カ
ッ
プ
に
押
し
て
に
ぎ
や
か
に
飾
ろ

う
。

◎
１
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
５
０
円

１
月
の
休
館
日

年
始　
　

１
日
㈷

月
曜
日　
７
日
・
21
日
・
28
日

展
示
替　
15
日
㈫
～
18
日
㈮

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.193

有

料

広

告

お
も
し
ろ
木
の
お
も
ち
ゃ
展

第
16
回
浜
田
こ
ど
も
ア
ン

デ
パ
ン
ダ
ン
展

１
月
の
イ
ベ
ン
ト
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■
子
ど
も
向
け
の
本
■

は
ん
な
ち
ゃ
ん
が
め
を
さ
ま

し
た
ら　
　
　
　

酒
井
駒
子

水
は
、　
　
　
　
　
山
下
大
明

ヤ
ン
カ
の
に
ん
ぎ
ょ
う
げ
き

ど
い
か
や

く
ろ
く
ま
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ひ
み
つ

小
手
鞠
る
い

ね
ず
み
の
オ
ス
カ
ー
と
は
る
の
お

く
り
も
の

リ
リ
ア
ン
・
ホ
ー
バ
ン

か
い
じ
ゅ
う
の
さ
が
し
も
の

富
安
陽
子

幕
が
上
が
る　
　
　

平
田
オ
リ
ザ

お
ひ
さ
ま
や
の
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス

茂
市
久
美
子

■
大
人
向
け
の
本
■

月
の
輪
草
子　
　
　

瀬
戸
内
寂
聴

七
緒
の
た
め
に　
　
　

島
本
理
生

母
性　
　
　
　
　
　
　

湊
か
な
え

陰
陽
師　
酔
月
ノ
巻　
　

夢
枕
獏

手
紙　
ミ
ハ
イ
ル
・
シ
ー
シ
キ
ン

お
し
か
く
さ
ま　
　
　

谷
川
直
子

火
口
の
ふ
た
り　
　
　

白
石
一
文

旅
猫
リ
ポ
ー
ト　
　
　
　

有
川
浩

★
お
は
な
し
あ
そ
び

日
時　
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

★
お
は
な
し
の
会

日
時　
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

も
ち
も
ち
お
も
ち　
庄
司
三
智
子

き
ら
き
ら　
　
　
　

谷
川
俊
太
郎

マ
グ
ナ
ス
・
マ
ク
シ
マ
ス
、
な
ん

で
も
は
か
り
ま
す

キ
ャ
ス
リ
ー
ン
・
Ｔ
・
ペ
リ
ー

き
ょ
う
の
ご
は
ん　
　

加
藤
休
ミ

源
平
争
乱　
群
雄
ビ
ジ
ュ
ア
ル
百

科　
　
　
　
　
　
　
　

二
木
謙
一

■
大
人
向
け
の
本
■

ノ
エ
ル　
　
　
　
　
　

道
尾
秀
介

空
の
拳　
　
　
　
　
　

角
田
光
代

あ
と
少
し
、
も
う
少
し

　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
尾
ま
い
こ

小
学
校
で
の
読
み
聞
か
せ
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク　
　
　
　

湯
沢
朱
実
ほ
か

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
で
世
の
中
が
わ

か
る　
　
　
　
　
　
　
　

池
上
彰

★
絵
本
お
た
の
し
み
会

日
時　
１
月
26
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時

内
容　
絵
本
の
読
み
語
り

場
所　
金
城
図
書
館
内

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

お
た
す
け
こ
び
と
と
ハ
ム
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　

な
か
が
わ
ち
ひ
ろ

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
な
ぞ
な
ぞ

２
０
０
連
発
！　
　
　

原
ゆ
た
か

ま
る
ご
と
日
本
の
道
具

面
矢
慎
介

オ
リ
ー
ブ
の
絵
本

た
か
ぎ
ま
さ
と

■
大
人
向
け
の
本
■

冷
血
（上）　
　
　
　
　
　
　

高
村
薫

神
去
な
あ
な
あ
夜
話

　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦
し
を
ん

旅
猫
リ
ポ
ー
ト　
　
　
　

有
川
浩

け
さ
く
し
ゃ　
　
　
　
　

畠
中
恵

お
う
ち
で
で
き
る
！
お
ん
な
の
子

の
ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ　

マ
ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム
ケ
ア

戦
国
時
代
の
余
談
の
よ
だ
ん
。

和
田
竜

選
ぶ
力　
　
　
　
　
　

五
木
寛
之

　
　
　

★
ブ
ッ
く
ん
の
お
は
な
し
タ
イ
ム

日
時　
１
月
９
日
㈬

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
児
童
コ
ー
ナ
ー

貸
出
し
中
の
本
を
返
却
し
て

く
だ
さ
い

　

浜
田
図
書
館
の
閉
館
に
と

も
な
い
、
貸
出
し
を
受
け
た

図
書
は
、
期
限
内
に
必
ず
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限　
１
月
31
日
㈭

※　

事
情
に
よ
り
返
却
が
、

閉
館
後
に
な
る
場
合
は
、

図
書
館
前
の
返
却
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※　

閉
館
後
、
浜
田
図
書
館

の
所
蔵
図
書
は
、
ほ
か
の

図
書
館
か
ら
取
り
寄
せ
で

き
ま
せ
ん
。
金
城
・
旭
図

書
館
の
所
蔵
図
書
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※　

現
在
の
利
用
者
カ
ー
ド

は
、
新
図
書
館
で
も
引
き

続
き
利
用
で
き
ま
す
。

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

１
月
19
日
㈯
は
、
保
守
停

電
の
た
め
、
浜
田
・
金
城
・

旭
図
書
館
は
臨
時
休
館
し
ま

す
。

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○１月の休館日　１日㈷～３日㈭・
　　　　　　　　14日㈷・19日㈯

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○１月の休館日　１日㈷～４日㈮・
                14日㈷・19日㈯

旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時
　（第１・第３日曜日は午後４時～６時）
○１月の休館日　日曜日及び祝日・
　　　　　　　　１日㈷～５日㈯・19日㈯

図

書

館

情

報

有

料

広

告

浜 

田 
図 
書 
館

金 

城 

図 

書 

館

旭 

図 

書 

館
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
‐
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
い

わ
み
が
「
地
域
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

向
上
事
業
」
を
、
県
西
部
地
区
を
中

心
に
実
施
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

①
講
習
会
へ
の
講
師
派
遣

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
習
得
や
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
を
考
え
て
い
る
団

体
・
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、

希
望
に
応
じ
た
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の

講
師
を
派
遣
し
ま
す
。
講
習
の
内
容

や
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
相
談
の
上

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
自

己
負
担
）

②
出
張
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

Ｉ
Ｔ
学
習
を
希
望
す
る
地
域
の
グ

ル
ー
プ
や
団
体
に
、
講
習
会
の
企
画

か
ら
希
望
に
応
じ
、
講
師
・
機
材
の

貸
出
し
な
ど
開
催
す
る
ま
で
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
自

己
負
担
）

③
地
域
Ｉ
Ｔ
相
談
（
随
時
受
付
）

日　
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日

　

午
後
１
時
～
３
時

場　
い
わ
み
ー
る
４
階
事
務
所

料　
無
料

申
込
方
法　

①
～
③
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
問

い
合
わ
せ
の
上
、
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

④
Ｗ
Ｅ
Ｂ
達
人
養
成
講
座

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
講
座
～
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
）
の
体
験
と
活
用

日　
１
月
12
日
㈯
・
19
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

申
込
締
切
日　
１
月
９
日
㈬

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
講
座
～
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
と
モ
ラ
ル
を
考
え
よ
う

日　
２
月
２
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

申
込
締
切
日　
１
月
30
日
㈬

場　
い
わ
み
ー
る
４
０
３
研
修
室

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
自

己
負
担
）

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
又
は
メ
ー

ル
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://seibu.it-shim
ane.com

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
‐
Ｇ
Ｅ
Ｎ

　

Ｅ
Ｒ
い
わ
み
【
〒
６
９
７
‐
０
０

　

１
６　

野
原
町
１
８
２
６
‐
１

　

い
わ
み
ー
る
４
階
（
☎
�
９
３
４

　

６
・
▢ＦＡＸ
�
９
３
４
７
）】

Em
ail:seibu@

it-shim
ane.com

　

昨
年
40
周
年
を
迎
え
た
浜
田
で
一

番
古
い
混
声
合
唱
団
で
す
。

　

歌
が
好
き
、
合
唱
が
好
き
、
音
楽

が
好
き
、
誰
か
の
た
め
に
、
あ
な
た

の
た
め
に
、
い
つ
ま
で
も
一
緒
に
歌

い
ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
人
な
ら

ど
な
た
で
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

見
学
だ
け
で
も
大
歓
迎
で
す
。

日　
毎
週
金
曜
日

　

午
後
７
時
～
９
時

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

指
導　
指
揮　
　

向
田
彰
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

植
田
温
司
さ
ん

　
　
　

ピ
ア
ノ　

津
茂
谷
里
香
さ
ん

料　
月
１
、
０
０
０
円
（
そ
の
ほ
か

楽
譜
代
な
ど
）

申
・
問　
市
民
合
唱
団
事
務
局

堤
満
喜
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
４
８

９
４
‐
１
５
８
０
）

　

市
内
の
高
校
生
（
新
１
年
生
）
を

対
象
と
す
る
浜
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
奨
学
金
事
業
の
平
成
25
年
度
奨
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

・
平
成
25
年
度
に
浜
田
市
内
の
高
等

学
校
に
進
学
す
る
生
徒

・
在
学
の
中
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
る

生
徒

・
市
内
の
中
学
校
に
在
学
し
て
い
る

生
徒

募
集
人
員　
若
干
名

支
給
金
額　
年
間
12
万
円

支
給
期
間　
４
月
～
平
成
26
年
３
月

（
継
続
は
１
年
ご
と
の
手
続
に
よ

り
、
最
長
３
年
間
）

受
付
期
間　
２
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭

願
書
提
出
先　
市
内
各
中
学
校

※　

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　
市
内
各
中
学
校
又
は
浜
田
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
☎
�
９
６
５
１
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

まちかど
　　　伝言板

地
域
の
情
報
化
を

　
　
　
　
　
支
援
し
ま
す

教
室
・
講
座

募　

集

浜
田
市
市
民
合
唱
団

浜
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
奨
学
生
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対
象　
高
校
生
以
上

日　
３
月
24
日
㈰

開
演　
正
午
（
予
定
）

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

定　
８
団
体

演
奏
ジ
ャ
ン
ル　
ロ
ッ
ク
系
４
団
体
、

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ズ
・

そ
の
ほ
か
４
団
体

演
奏
時
間　
１
団
体
30
分
以
内

料　
無
料

※　

前
日
か
ら
の
ス
テ
ー
ジ
準
備
及

び
公
演
終
了
後
の
片
付
け
に
参
加

で
き
る
団
体
を
出
演
条
件
と
し
ま

す
。

申
込
締
切
日　
１
月
20
日
㈰

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
石
央
文
化

ホ
ー
ル
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、デ
モ
音
源（
演

奏
曲
名
２
曲
）
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

デ
モ
音
源
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
デ
モ
音

源
を
参
考
に
し
て
出
演
者
を
決
定

し
ま
す
。

申
・
問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
内

サ
ウ
ン
ド
ラ
イ
ブ
し
ま
ね
実
行
委

員
会
（
☎
�
２
１
０
０
）

　

公
益
財
団
法
人
島
根
県
育
英
会
で

は
、
大
阪
学
生
会
館
の
平
成
25
年
度

入
寮
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

冷
暖
房
完
備
の
全
員
個
室
で
す
。

対
象　
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
・

短
期
大
学
・
大
学
院
・
高
等
専
門

学
校
（
４
年
生
以
上
）・
専
修
学

校
（
専
門
課
程
の
み
）
に
在
学
又

は
進
学
予
定
の
島
根
県
出
身
者
で

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人

（
通
信
制
及
び
夜
間
部
は
除
く
。）

⑴　

人
物
及
び
学
業
成
績
が
優
れ
て

い
る
こ
と

⑵　

修
学
及
び
寮
生
活
に
十
分
耐
え

ら
れ
る
健
康
な
身
体
で
あ
る
こ
と

⑶　

寮
費
な
ど
を
支
払
う
こ
と
が
で

き
る
こ
と

⑷　

島
根
県
育
英
会
の
奨
学
金
の
貸

与
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

※　

島
根
県
出
身
者
と
は
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

①　

島
根
県
内
に
住
所
を
有
し
た
期

間
が
合
計
し
て
５
年
以
上
の
人

②　

父
母
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
人
の

住
所
が
島
根
県
に
あ
る
人

③　

①
又
は
②
に
準
ず
る
も
の
と
し

て
選
考
委
員
会
が
特
に
認
め
た
人

定　
30
人

申
込
締
切
日　
３
月
31
日
㈰

申
込
方
法　
応
募
用
紙
（
募
集
要
項

と
と
も
に
県
内
の
各
高
等
学
校
に

あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
添
付
書
類
を
添
え
て
在

学
又
は
出
身
の
高
等
学
校
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.shim

ane-ikuei.org/

問　
公
益
財
団
法
人
島
根
県
育
英
会

事
務
局

（
☎
０
８
５
２
�
１
９
８
１
）

島
根
県
内
各
高
等
学
校

一
般
採
用
試
験
（
後
期
）

募
集
人
数

　

人
文
・
社
会
科
学
専
攻　

約
10
人

　

理
工
学
専
攻　
　
　
　
　

約
30
人

※　

若
干
名
の
女
子
を
含
み
ま
す
。

受
験
資
格　
平
成
25
年
４
月
１
日
現

在
、18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
人
で
、

次
に
該
当
す
る
人

⑴　

高
等
学
校
及
び
中
等
教
育
学
校

卒
業
者
（
平
成
25
年
３
月
卒
業
見

込
み
の
人
を
含
む
。）

⑵　

⑴
と
同
等
の
学
力
を
有
す
る
と

文
部
科
学
大
臣
が
認
め
た
人

⑶　

高
等
専
門
学
校
第
３
学
年
次
修

了
者

受
付
期
間

　

１
月
23
日
㈬
～
２
月
１
日
㈮
必
着

第
１
次
試
験　
３
月
２
日
㈯

試
験
会
場　
防
衛
大
学
校
（
神
奈
川

県
横
須
賀
市
）

※　

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

　

浜
田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w
w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane/

平
成
25
年
４
月
入
校

Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科

　

職
業
人
と
し
て
必
要
な
情
報
技
術

の
基
礎
知
識
・
技
術
の
習
得
に
併
せ

て
、
事
務
職
と
し
て
必
要
な
簿
記
会

計
及
び
情
報
処
理
機
器
の
活
用
に
関

す
る
知
識
・
技
術
・
技
能
を
習
得
し

ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
35
歳

未
満
で
、
高
等
学
校
を
卒
業
又
は

卒
業
見
込
み
の
人
・
高
等
学
校
卒

業
程
度
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
人

定　
８
人
程
度

建
築
科

　

木
造
建
築
物
の
建
築
施
工
と
、
こ

れ
に
関
連
す
る
設
計
、
積
算
な
ど
の

技
能
や
知
識
を
習
得
し
ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
35
歳
未
満
で
、

中
学
校
・
高
等
学
校
を
卒
業
又
は

有

料

広

告

サ
ウ
ン
ド
ラ
イ
ブ
し
ま
ね

ア
マ
チ
ュ
ア
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
３
参
加
者

島
根
県
育
英
会

大
阪
学
生
会
館
入
寮
生

資
格
・
試
験

防
衛
大
学
校
学
生

西
部
高
等
技
術
校
入
校
生
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卒
業
見
込
み
の
人

定　
６
人
程
度

機
械
加
工
・
溶
接
科

　

汎
用
工
作
機
械
及
び
Ｎ
Ｃ
旋
盤
を

操
作
で
き
る
技
術
及
び
関
連
知
識
を

習
得
し
ま
す
。
ま
た
、
各
種
溶
接
方

法
の
技
術
及
び
関
連
知
識
を
習
得
し

ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
中
学
校
・
高
等

学
校
を
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
の

人
定　
10
人

共
通
事
項

入
校
検
定
日　
２
月
22
日
㈮

検
定
場
所　
西
部
高
等
技
術
校

料　
テ
キ
ス
ト
代
・
資
格
試
験
取
得

費
用
な
ど
は
実
費
自
己
負
担
（
こ

の
ほ
か
、Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
の
み
、

授
業
料
・
入
校
料
な
ど
実
費
自
己

負
担
）

訓
練
期
間　
４
月
～
平
成
26
年
３
月

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

申
込
方
法　
願
書
（
西
部
高
等
技
術

校
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先

新
規
学
卒
の
人　
西
部
高
等
技
術
校

新
規
学
卒
以
外
の
人　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
（
所
定
の
職
業
相
談
が
必
要
で

す
。）

募
集
締
切
日

　

２
月
８
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

問　
西
部
高
等
技
術
校　

新
井
さ
ん

【
〒
６
９
８
‐
０
０
４
１　

益
田

市
高
津
４
丁
目
７
‐
10
（
☎
０
８

５
６
�
２
４
５
０
）】

h
ttp

://w
w
w
.p

ref.sh
im

a
n
e.

lg.jp/seibu_gijutsu/

　

初
歩
き
で
身
も
心
も
ス
ッ
キ
リ
し

て
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

日　
１
月
３
日
㈭
（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
９
時
30
分
～

出
発　
午
前
10
時

集
合
場
所　
三
階
小
学
校
玄
関
前
広

場
コ
ー
ス　
７
㎞
・
10
㎞

料　
無
料

※　

保
険
料
は
、
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

協
会
が
負
担
し
ま
す
。

※　

飲
み
物
・
タ
オ
ル
な
ど
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

問　
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会　

西
川

さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
９
５
０
７
‐

１
７
５
５
）

　

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
人
々

の
日
常
生
活
に
使
用
さ
れ
て
き
た
小

物
の
必
需
品
、
娯
楽
品
な
ど
を
多
数

展
示
し
ま
す
。
使
用
用
途
な
ど
の
解

説
文
と
合
わ
せ
て
、
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

日　
１
月
４
日
㈮
～
３
月
20
日
㈷

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場　
浜
田
郷
土
資
料
館

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日　
１
月
16
日
㈬

　

午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
消
化
器
が
ん　

胃
が
ん　

大
腸
が
ん
に
つ
い
て

講
師　
岡
本
英
司
さ
ん
（
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー
消
化
器
内
科
部
長
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
５
０
５
）

　

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
１
月
19
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２

‐
５
９
６
０
）

　

坂
の
魅
力
を
観
察
し
楽
し
む
面
白

浜
田
名
坂
巡
り
。
３
回
目
は
港
町
周

辺
で
街
中
探
検
を
行
い
ま
す
。
大
き

く
変
貌
し
た
地
形
の
移
り
変
わ
り
を

観
察
し
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。

日　
１
月
20
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

※　

雨
天
の
場
合
は
、
27
日
㈰
に
延

期
し
ま
す
。

集
合
場
所　
浜
田
合
同
庁
舎
前

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

掲載期間　２月１日～（月単位）
掲載料　　１か月10,000円
申込方法　申込書（本庁広報情報課にあります。市ホー
ムページからダウンロードもできます。）に必要事項
を記入の上、持参又は郵送してください。「しまね電
子サービス」からも申し込めます。
問い合わせ先　本庁広報情報課広報係（☎�９１５１）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

初
歩
き
三
階
山
登
頂

　
　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

浜
田
郷
土
資
料
館
コ
ー
ナ
ー
展

昔
の
生
活
小
物
展

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
市
民
公
開
講
座

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

第
１
２
９
回
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
歴
史
紀
行

市ホームページに掲載する
広告を募集しています
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石
央
地
区
日
韓
親
善
協
会
で
は

“
食
”
を
と
お
し
て
、
お
隣
韓
国
の

文
化
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
、
今
年

も
食
文
化
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
と
韓
国
人
留
学
生
を
交
え
て

み
ん
な
で
楽
し
く
韓
国
の
家
庭
料
理

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
い
か
と
梨

の
酢
の
物
・
オ
ジ
ン
オ
ク
ク
（
辛
い

い
か
の
ス
ー
プ
）・
韓
国
風
春
巻
き
・

ね
ぎ
キ
ム
チ
を
作
り
ま
す
。

日　
１
月
20
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　
石
見
公
民
館

講
師　
福
島
明
淑
さ
ん
（
ミ
ョ
ン
ス

ク
ハ
ン
グ
ル
友
の
会
）

定　
先
着
20
人

料　
５
０
０
円
（
材
料
代
）

※　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
な
ど
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
商
工
会
議
所
内　

石

央
地
区
日
韓
親
善
協
会

（
☎
�
３
０
２
５
・
▢ＦＡＸ
�
５
４
０

０
）

Em
ail:cci3202@

ham
ada-cci.or.jp

　

毎
月
第
３
日
曜
日
に
行
っ
て
い
ま

す
。
ポ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
ス
キ
ー
の

ス
テ
ィ
ッ
ク
に
似
た
棒
を
使
っ
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
快
適
な
歩
き

方
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
楽
し
く
学

び
な
が
ら
公
園
を
一
緒
に
歩
き
ま
せ

ん
か
？

日　
１
月
20
日
㈰
・
２
月
17
日
㈰（
小

雨
決
行
）　

午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ

ン
タ
ー

講
師　
浜
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク

ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ

定　
30
人
程
度

料　
無
料
（
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
料

５
０
０
円
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

歩
き
や
す
い
服
装
で
、タ
オ
ル
・

飲
み
物
・
着
替
え
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

　

新
春
の
鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
す
。

刀
剣
鑑
定
で
著
名
な
講
師
を
招
き
、

鑑
賞
の
仕
方
や
刀
の
持
つ
時
代
背
景

な
ど
、
適
切
明
快
で
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
た
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
楽
し
い

半
日
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
ナ
ー
を
守
れ
る
人
な
ら
老
若
男
女

は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

日　
１
月
26
日
㈯

　

正
午
～
午
後
３
時
30
分

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
和
室

料　
２
、
０
０
０
円

問　
石
州
刀
剣
会　

中
野
さ
ん

（
☎
�
５
９
４
９
）

　

今
や
冬
の
島
根
を
代
表
す
る
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
定
着
し
た
雪
合
戦
。

県
内
外
か
ら
約
60
チ
ー
ム
が
雪
上
で

の
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

今
回
は
15
回
記
念
大
会
と
し
て
、

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
“
六

子
”
も
来
場
す
る
ほ
か
、
お
楽
し
み

企
画
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

白
銀
の
世
界
で
の
“
熱
い
冬
”
を

ぜ
ひ
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
１
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

場　
ア
サ
ヒ
テ
ン
グ
ス
ト
ン
ス
キ
ー

場
駐
車
場

問　
島
根
県
雪
合
戦
大
会
実
行
委
員

会
（
☎
�
１
４
４
０
）

　

地
元
で
活
動
し
て
い
る
音
楽
家
や

合
唱
団
の
ほ
か
、
プ
ロ
の
作
曲
家
、

声
楽
家
に
よ
る
す
て
き
な
演
奏
会
で

す
。

日　
１
月
27
日
㈰

開
場　
午
後
１
時

開
演　
午
後
１
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

第
１
部　
地
元
出
身
の
音
楽
家
・
合

唱
団
に
よ
る
演
奏

出
演　
コ
ー
ル
し
お
さ
い
・
ア
カ
ペ

ラ
ー
ズ
・
中
田
万
結
・
浜
田
少
年

少
女
合
唱
団
及
び
Ｓ
＆
Ｓ
・
浜
田

市
民
合
唱
団
・
森
須
奏
絵
・
石
央

文
化
ホ
ー
ル
合
唱
団
“
響
”

第
２
部　
作
曲
家
「
安あ

ん

藤ど
う

由ゆ

布う

樹き

」

国
際
芸
術
連
盟
作
曲
賞
受
賞
記
念

コ
ン
サ
ー
ト

出
演　

安
藤
由
布
樹
（
ピ
ア
ノ
）・

佐
藤
一
昭
（
テ
ノ
ー
ル
）・
新
南

田
ゆ
り
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

※　

市
民
参
加
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

よ
り
「
お
鶴
島
」「
島
村
抱
月
」

な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。

料　
全
席
自
由　

１
、
０
０
０
円

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

今
市
分
校
は
、
平
成
25
年
３
月
を

も
っ
て
59
年
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
学
校
と
地
域
が
一

緒
に
な
っ
て
、
木
造
校
舎
の
分
校
へ

感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
集
会
を
開
催

し
ま
す
。

日　
２
月
２
日
㈯

　

午
前
８
時
50
分
～
午
後
０
時
40
分

第
１
部　
生
徒
の
こ
と
ば
「
旅
立
ち

に
向
け
て
」

第
２
部　
講
演
「
分
校
へ
よ
せ
る
想

い
」
川か

わ

本も
と

継つ
ぐ

男お

さ
ん
（
昭
和
36
年

卒
業
・
埼
玉
県
在
住
）

第
３
部　
記
念
上
演
「
幸
せ
を
運
ぶ

人
形
ま
わ
し
」
阿あ

波わ

木で

偶こ

箱は
こ

廻ま
わ

し

を
復
活
す
る
会
（
代
表
：
辻
本
一

英
さ
ん
ほ
か
）

展
示　
各
期
卒
業
記
念
写
真
・
分
校

沿
革
史
な
ど

場　
旭
セ
ン
タ
ー
２
階
中
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
浜
田
高
等
学
校
今
市
分
校

（
☎
�
０
０
１
５
）

～
子
ど
も
と
お
と
な
の
よ
り
よ
い

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
～

　

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
「
子
ど

も
の
権
利
条
約
」。
関
係
な
い
と
思

わ
れ
て
き
た
、
日
本
の
今
の
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
現
状
を
、
こ
の
条

約
に
あ
る
子
ど
も
の
余
暇
・
遊
び
・

芸
術
に
参
加
す
る
権
利
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
考
え
直
し
ま
す
。

　

子
ど
も
も
大
人
も
、
み
ん
な
で
作

る
参
加
型
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。

対
象　
小
学
校
５
年
生
～
大
人

日　
２
月
11
日
㈷

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
４
０
１
研
修
室

講
師

○
大お

お

屋や

寿と
し

朗ろ
う

さ
ん
（
青
年
劇
場
製
作

部
長
・
国
連
「
子
ど
も
の
権
利
条

日
韓
食
文
化
交
流
会

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
？

石
州
刀
剣
会
鑑
賞
会

第
15
回
島
根
県
雪
合
戦
大
会

～
夏
よ
り
熱
い
冬
が
く
る
～

第
９
回
石
央
音
楽
祭

浜
田
高
等
学
校
今
市
分
校

閉
校
記
念
集
会

～
あ
り
が
と
う
分
校
・

　
　
　
　
　
さ
よ
う
な
ら
分
校
～

子
ど
も
の
権
利
条
約
講
座
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約
」
市
民
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
報
告
書
拡
大

起
草
委
員
）

○
金か

な

安や
す

秀ひ
で

美み

さ
ん
（
演
劇
企
画
オ

フ
ィ
ス
ア
ー
ト
プ
ラ
ン
代
表
）

○
原は

ら

田だ

邦く
に

英ひ
で

さ
ん
（
劇
団
う
り
ん
こ

代
表
）

料　
一
般　
　
　
　

３
０
０
円

　
　

大
学
生
以
下　

２
０
０
円

※　

資
料
代
含
む
。

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ
劇
場

（
☎
�
６
３
９
６
）

ス
ケ
ー
ト
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

元
旦
か
ら
の
初
滑
り

日　
１
月
１
日
㈷
～
３
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

未
就
学
児
童
ス
ケ
ー
ト
無
料
デ
ー

日　
１
月
１
日
㈷
～
３
日
㈭

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

定　
各
日
50
人

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

カ
ー
リ
ン
グ
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

日　
１
月
３
日
㈭
・
10
日
㈭
・
17
日

㈭
・
24
日
㈭
・
31
日
㈭

　

午
後
８
時
～
10
時

料　
１
人
１
、
０
０
０
円

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
般
滑
走
で
き
な
い
日

日　
１
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　

西
日
本
カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

※　

貸
切
り
な
ど
に
よ
り
営
業
時
間

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
確
認
し
て
来
館
し
て
く
だ

さ
い
。

申
・
問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

　

１
月
７
日
㈪
ま
で
、
休
ま
ず
開
館

し
ま
す
。

ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド

　

オ
ウ
サ
マ
ペ
ン
ギ
ン
が
胸
を
は
っ

て
行
進
す
る
よ
。
一
緒
に
お
散
歩
し

よ
う
。

日　
３
月
31
日
㈰
ま
で
の
土
・
日
・

祝
日

　

午
後
０
時
30
分
～
（
約
15
分
）

※　

冬
休
み
・
春
休
み
中
は
毎
日
開

催
し
ま
す
。

・
冬
休
み　

１
月
７
日
㈪
ま
で

・
春
休
み　

３
月
23
日
㈯
～
31
日
㈰

※　

天
候
や
気
温
、
ペ
ン
ギ
ン
の
体

調
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

冬
の
特
別
展

お
さ
か
な
う
つ
し
え

　

魚
拓
の
起
源
や
現
存
す
る
日
本
最

古
の
魚
拓
を
紹
介
し
ま
す
。
釣
り
自

慢
や
ア
ー
ト
と
し
て
プ
ロ
の
作
成
し

た
魚
拓
も
た
く
さ
ん
展
示
し
ま
す

よ
！

日　
１
月
27
日
㈰
ま
で

場　
ア
ク
ア
ス
３
階
特
別
展
示
室

迎
春
石
見
神
楽

　

新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
石
見
神
楽

「
恵
比
須
」
を
子
供
神
楽
の
皆
さ
ん

に
上
演
し
て
も
ら
い
ま
す
。

日　
１
月
１
日
㈷
・
２
日
㈬

　

午
後
０
時
20
分
～
（
約
30
分
）

場　
ア
ク
ア
ス
２
階
ア
ト
リ
ウ
ム

　

新
年
は
１
月
２
日
㈬
よ
り
開
館
し

ま
す
！

グ
ラ
ン
ト
ワ
新
春
２
大
公
演

今
福
優
と
石
見
神
楽
の
世
界
「
福
を

打
つ
男
」

　

力
強
く
も
柔
ら
か
い
今
福
優
の
太

鼓
と
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
道
川
社
中

の
演
舞
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
１
月
６
日
㈰

開
場　
午
後
１
時

開
演　
午
後
１
時
30
分

出
演　
今い

ま

福ふ
く

優ゆ
う

・
末す

え

長な
が

愛あ
い

・
堂ど

う

本も
と

英え

里り

・
石
見
神
楽
道み

ち

川か
わ

神
楽
社
中

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
無
料

島
根
県
無
形
民
俗
文
化
財

益
田
糸
操
り
人
形
グ
ラ
ン
ト
ワ
公
演

　

受
け
継
が
れ
る
伝
統
を
守
り
つ
つ

よ
り
洗
練
さ
れ
て
い
く
、
今
を
生
き

る
伝
統
芸
能
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

日　
１
月
13
日
㈰

開
場　
午
後
１
時

開
演　
午
後
１
時
30
分

出
演　
益
田
糸
操
り
人
形
保
持
者
会

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

料　
無
料

企
画
展「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
美
術
」

関
連
講
演
会

国
立
西
洋
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

―
ド
ラ
ク
ロ
ワ
か
ら
ピ
カ
ソ
ま
で
―

　

国
立
西
洋
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
な

が
ら
紹
介
し
ま
す
。
飲
み
物
と
お
菓

子
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み

に
。

日　
１
月
13
日
㈰

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
講
義
室

講
師　
村む

ら

上か
み

博ひ
ろ

哉や

さ
ん
（
国
立
西
洋

美
術
館
学
芸
課
長
）

定　
先
着
50
人

料　
無
料

※　

企
画
展
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代

美
術
」
の
会
期
中
（
２
月
18
日
㈪

ま
で
）
毎
日
、
先
着
20
人
の
人
に

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

遺
産
相
続
・
遺
言
・
不
動
産
の
売

買
・
名
義
変
更
登
記
・
お
金
の
貸
し

借
り
・
借
金
・
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
悪
質
商
法
・
会
社
の
登
記
・
裁
判
・

調
停
・
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産

管
理
な
ど
、
様
々
な
法
律
相
談
や
登

記
相
談
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

益
田
会
場

日　
１
月
17
日
㈭

　

午
後
１
時
～
５
時

場　
益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な

ろ
館

料　
無
料

予
約
先　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
‐
１
１
４
‐

２
３
４
）

受
付
時
間

　

平
日
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

※　

予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問　
島
根
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
１
４
０
２
）

世 帯 男 女 総 数
浜 田 20,025 20,362 22,815 43,177
金 城 1,935 2,243 2,432 4,675

旭 1,437 1,533 1,655 3,188
弥 栄 709 706 778 1,484
三 隅 2,864 3,101 3,475 6,576
合 計 26,970 27,945 31,155 59,100

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

人　口（11月末現在）

（単位：人）
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　平成25年３月末をもって閉校する旭町の木田小学校校舎は、現存例が少なく
なった昭和戦前（昭和11年）に建てられた木造２階建て（一部１階建て）の校舎
です。当時の一般的な小学校建築と比べ、外観や室内のデザインに高い工夫が見
られ、用材も極めて良質で現在も腐敗はほとんど見られず、耐用年限は半世紀以
上あるものと考えられています。
　また、現在の校舎建築には、当地の大庄屋「佐々田氏」の寄付のほか、卒業生の
寄付や木田地区全世帯が５人役ずつ奉仕作業に従事し、地域をあげて建築しました。
　なお、木田小学校の旧校舎（明治７年建築）は、佐々田氏が自費を投じて建設
したもので「全国で最古級の小学校」とも言われています。
　この木田小学校校舎は、学校建築に対する地域の人たちの強い思い入れが感じ
られる建築遺構であり、また、当時の木造建築技術水準の高さを示す戦前期の小
学校建築の代表例でもあります。

昭和戦前に建てられた木田小学校。校舎内の廊下（右上写真）からは、歴史が感じられます。
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